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本市では、様々な人権問題の解決に向けた施策の方向性について、平成２１年

（2009 年）3 月に「第１次熊本市人権教育・啓発基本計画」を、さらに、令和２年

（2020 年）3 月には計画期間を令和９年度（2027 年度）までの８年間とする「第２

次熊本市人権教育・啓発基本計画（以下、第２次基本計画）」を策定し、人権教育・啓

発に取り組んでいます。 

 

 

1 第２次基本計画の推進体制について 

取組にあたっては、毎年度その実施状況について、「熊本市人権教育・啓発基本計

画推進会議」を開催し、外部委員による評価を受けるとともに、その内容を市のホーム

ページ等で公表することとしています。   
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2 第２次基本計画の検証指標について 

 

（１） 検証指標 

 

 

（２） 市民アンケート結果 〔平成 22年度（2010年度）～令和 6年度（2024年度）〕 

 日常において人権を意識している市民の割合 

   （実際の設問内容） 

     Q あなたは、日頃、ある事柄が偏見や差別ではないかと考えたり、差別は絶対に 

いけないということを意識していますか。（又は意識して行動していますか。） 

   

 

   



　　　分野別人権問題ごとの実施状況

１　女性（又は男性）に関する人権問題

（１）基本方針

（２）施策の体系

①暴力（ＤⅤ・セクハラ等）を許さない基盤づくり／②ＤⅤ相談体制の強化と被害者の自立支援

担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

男女共同参
画課

女性相談員等
による相談及
び啓発

①DV相談
　令和6年度DV相談件数　1,274件
②弁護士による法律相談
　　・実施回数：36回
③デートDV動画の作成及び配信
　　R7.9月視聴回数：
　　・LINE編3,942回
　　・デート編4,354回

14,846

様々な媒体を活用しDV
防止の広報・周知を行っ
ていくとともに、関係す
る部署や団体と連携して
DV防止を進めていく。

③その他

担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

人権政策課

熊本市人権
啓発市民協
議会

市職員に対す
る人権研修会

人権尊重の視点に立った業務の遂行や公
平・公正なサービスの提供など、人権に
関する職員の人材育成を図るため、性別
に関係なく誰もが平等に活躍できるジェ
ンダー平等社会について、日本と世界の
現状を学ぶ研修会を実施。
　
演題：ジェンダー平等について　一緒
　　　　に考えてみませんか？
講師：三輪敦子氏
　　（一財）アジア・太平洋人権情報
　　　センター（ヒューライツ大阪）
実施日：令和7年1月20日（月）
場　所：国際交流会館ホール
対象者：熊本市職員（教育委員会事務
　　　　局含む）
参加者：130人

66

外部講師による研修は最
新の知見や事例に基づく
ものであり、内部研修で
は得られにくいことへの
気づきや職員が日常業務
で直面する課題への対応
に役立つものである。
今後も、様々な人権問題
について、職員の人権意
識の向上につながる研修
を実施していく。

　あらゆる市民がそれぞれの個性と能力を発揮し活躍するためには、その阻害要因となる相手の

人権を損なう行為であるＤＶやセクハラ等の暴力を根絶することが必要です。このことから、あ

らゆる暴力を許さない意識の醸成とともに、関係機関と連携し、複雑かつ多岐にわたる相談に対

応するよう相談体制・支援体制の充実を図ります。

あらゆる暴力を許さない社会の実現

①暴力（ＤⅤ・セクハラ等）を許さない基盤づくり

②ＤⅤ相談体制の強化と被害者の自立支援
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２　こどもに関する人権問題

（１）基本方針

（２）施策の体系

②社会的な支援の必要性が高いこどもや家庭への理解と支援

担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

こどもの権利
サポートセン
ター

こどもの権利
に関する相談
事業

相談窓口「こどもホットライン」を設置
し、学校内外を問わず、こどもの権利に
関する相談を受け、関係部署と連携し解
決に向けた取り組みを行った。

18,561

相談窓口の認知度向上を
図ったことにより、相談
件数の増加につながっ
た。
引き続き、こどもの権利
を守るための相談対応を
行っていくとともに、こ
どもの権利に係る広報・
啓発に取り組んでいく。

人権教育指導
室

教育委員会事
務局職員等人
権啓発研修会

こどもの人権について、現状を知り課題
を共有しながら、具体的な解決方法を考
えていく講演を実施。

演　題：「自分は愛されるために生まれ
てきた～すべての子ども・若者がそう思
える未来へ」
講　師：山下　祈恵　氏
　　　　NPO法人トナリビト代表理事
実施日：令和6年7月11日（木）
場　所：国際交流会館
対象者：教育委員会事務局職員
参加者：175人

63

講師の体験や現在の活動
から、こどもたちが置か
れた状況や支援の現状に
ついて深く考えることが
できた。行政職員、教職
員、個人、それぞれの立
場で、「こどもまんな
か」社会にするために大
切にすることは何かを考
えさせられる研修となっ
た。
次年度も継続して実施す
る。

「こどもの最善の利益」が実現される社会を目指すとの考えを基本に、こどもの視点に立ち、家

庭、地域、保育所等・幼稚園、学校、事業所・職場、行政機関等が連携し、こどもの人権につい

て語り合い理解する機会を数多く設け、人権尊重の取組を進めていきます。併せて、児童虐待の

防止も含め、こどもに関心を持つような啓発も行います。

①児童相談所の体制及び専門性の強化と里親家庭への支援充実

②社会的な支援の必要性が高いこどもや家庭への理解と支援

③家庭・地域等と連携した人権教育の推進

④人権教育の学習内容・方法等の改善・充実

関係機関等との連携によるこどもの人権尊重

4



担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

こども家庭福
祉課

オレンジリボ
ンキャンペー
ン

児童虐待に対する市民の関心と理解を深
めることによって、児童虐待の発生予
防、早期発見及び早期対応につなげるこ
とを目的としたオレンジリボンサポー
ター養成講習会や講演会を実施。また、
ラジオ放送、熊本城カラーライトアップ
により周知啓発を行った。

・オレンジリボンサポーター養成講習
会・講演会　計23回実施
・オレンジリボンサポーター養成講習会
受講者数：870人

979

家庭や学校、事業所およ
び地域等、幅広く児童虐
待問題についての啓発が
できた。加えて、相談窓
口や通告窓口の周知がで
きた。

今後も本キャンペーンを
実施し、引き続き児童虐
待問題についての啓発を
図る

③家庭・地域等と連携した人権教育の推進

担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

南部公民館
人権フォーラ
ム

子どもの権利条約について考える。コー
ディネーターとして水野直樹氏を講師に
招き、「権利と義務」の違いについて
フォーラムを実施。

演　題：「こどもの人権について」
講　師：水野　直樹　氏
実施日：令和6年6月5日（水）
場　所：力合中学校
対象者：全生徒と教職員、保護者
参加者：約600人

14

子どもの権利条約につい
て話し合いながら、意見
を出すことができた。最
後に「自分の中で大切に
したいもの」を考えるこ
とができ、人権に対する
認識が高まった。

城南
公民館

第２回こころ
を育てるあっ
たかセミナー
（人権教育講
演会）

「こうのとりのゆりかご」の当事者であ
る講師の活動「子ども食堂・子ども大
学」の取組みを通して、人権問題や身の
回りの人権について親子で学ぶ機会づく
りへの提言等に関する講話内容

演　題：こうのとりのゆりかごから
　　　　始まる第２の人生
講　師：宮津　航一　氏
実施日：令和6年9月21日（土）
場　所：城南公民館（学習室１・２）
対　象：どなたでも
参加人数：81人
　　　　　（内オンライン参加13人）

7

様々な障壁を乗り越えて
今に至った講師（当事
者）の思いを通して、こ
どもたちのための取組に
協力的な姿勢と支援をし
ていきたいという雰囲気
が会場内にあった。こど
も基本法が施行されたタ
イムリーな時期でもあ
り、参加者の心に浸透す
る内容であった。今後も
継続して啓発の機会を設
けていく。

熊本市西区３
館公民館（西
部・河内・花
園）

人権映画上映
会

特別支援教育の対象となる子も、自分の
気持ちをうまくコントロールできない子
も、みんな同じ教室で学ぶ大空小学校の
ドキュメンタリー映画の上映。

映画：みんなの学校
実施日：令和7年1月18日（土）
場所：西部公民館
対象者：市民
参加人数：５３人
※主催：熊本市西区３館公民館（西部・
　　　　河内・花園）
共催：熊本市人権啓発市民協議会

65

映画を通して、児童と教
職員だけでなく、保護者
や地域の人もいっしょに
なって、誰もが通い続け
ることができる学校を作
りあげる大切さを感じて
もらうことができた。
今後も学校関係者も含め
て周知・広報を図ってい
く。
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担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

熊本市ふれあ
い文化セン
ター

教養講演会

かけはしウィークと題して、小中学校と
ふれあい文化センターが共催で実施した
事業の一つ。

演　題：「ストリートチルドレンの生
　　　　　き方に学ぶ」
講　師：寺本　真将　氏
　　　　（フリースクール代表）

実施日：令和6年１１月２７日（水）
場　所：春竹小学校
対象者：春竹小５年生
参加者：６８人

実施日：令和6年１１月２９日（金）
場　所：ふれあい文化センター
対象者：本荘小５、６年生と地域住民
参加者：２８人

実施日：令和6年１１月２９日（金）
場　所：江原中学校
対象者：江原中学校全生徒と保護者
参加者：２９０人

42

インドで子どもたちのフ
リースクールを開いてお
られる寺本さんの帰熊の
日程がちょうど合い、講
演会を実施することがで
きた。世界の子どもたち
の様子を聞き、相手が可
哀そう、自分は良かった
ということではなく、自
分が生きている環境で精
一杯頑張ることの大切さ
について感じてくれたと
思う。

南部公民館
ハートフル講
演会

寺本さんが訪れた国でのこどもたちの様
子を写真や動画を交えながら知ってもら
う。今のおかれている環境を自分事とし
て考えてもらう。

演　題：「世界のこどもたちについて
　　　　　学ぼう」
講　師：寺本　真将　氏
実施日：令和6年11月26日（火）
場　所：城南中学校
対象者：全生徒と保護者
参加者：400人

14

講師の方の一つ一つのお
言葉に説得力があった。
世界のストリートチルド
レンや過酷な児童労働す
るこどもたちの生き方、
想い、背景等に心が動か
された。恵まれた環境に
いる自分たちは「一生懸
命生きる」ということを
忘れてはならない大切な
ことであると強く感じた
との意見があった。

幸田公民館
ハートフル講
演会

寺本さんが訪れた国やインドに設立した
学校でのこどもたちの様子を写真や動画
を交えながら知る。今のおかれている環
境と比べて考える機会とする。

演　題：「世界のこどもたちについて
　　　　　学ぼう」
講　師：寺本　真将　氏
実施日：令和7年2月４日（火）
場　所：熊本市立御幸小学校
対象者：5・６年生と保護者
参加者：２00人

14

世界角国のストリートチ
ルドレンや過酷な児童労
働の過酷な現状に驚かさ
た。今の環境がいかに恵
まれていているかがわ
かった。親に感謝して、
今の自分に何ができるの
かを考えて行動していき
たい。との感想が多く
あった。日本の平和が多
くの国民の努力によって
保たれていることがわか
る内容。
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担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

龍田公民館
おでかけ公民
館講座、ハー
トフル講演会

ストリートチルドレンとの出会いを通し
て、「自分の日常の当たり前と思うこと
は世界においては当たり前ではない」こ
とや、日常生活の有難さと大切さを学ぶ
講話内容。

演題：ストリートチルドレンの生き
          方に学ぶ
講　師：寺本　真将　氏
実施日：令和7年2月5日
場　所：楠中学校
対　象：2年生及び教職員
参加人数：107人

7

講師からインドなど外国
で暮らすこどもたちの実
情を聞き、日本との違い
に驚くと共に、こどもの
人権について深く考え、
自分のこと重ねて考えて
いた。

今後も継続して啓発の機
会を設けていく。

植木公民館
おでかけ公民
館講座、ハー
トフル講演会

講師の実体験から、「自分の当たり前が
世界では当たり前ではない」ことを知る
とともに、世界では苦しみ、差別されて
いるこどもたちがいることを知り、一生
懸命生きることの尊さを学ぶ内容。
演　題：「世界のこども達について
　　　　　学ぼう」
講　師：寺本　真将氏

実施日：令和6年10月29日（火）
場　所：桜井小学校
対　象：６年生児童及び保護者
参加人数：54人

実施日：令和6年10月25日（金）
場　所：菱形小学校
対　象：５年、６年生児童及び保護者
参加人数：87人

14

講師から当事者の思いを
聞くことで、自分のこと
として捉えることができ
ていた。

今後も継続して啓発の機
会を設けていく。

植木公民館
おでかけ公民
館講座、ハー
トフル講演会

こどもにも人権があること、大人が丁寧
にこどもの声を聞き支援すること、困っ
た時に困ったと言ったり、ＳＯＳを出し
て何に困っているのかを具体的に伝えた
りすることの大切さを学ぶ講話内容。

演　題：こどもの人権について
講　師：坂口　明夫　氏
　（社会福祉法人　甘木学園理事長）
実施日：令和6年6月27日（木）
場　所：田底小学校
対　象：全児童及び保護者
参加人数：117人

7

講師から当事者の思いを
聞くことで、自分のこと
として捉えることができ
ていた。

今後も継続して啓発の機
会を設けていく。

妊娠内密相談
センター

生殖や妊娠・
出産に係る正
しい知識等に
関する講演会
の開催

包括的性教育に基づき、人間関係、性的
同意、困った時にSOSを出すことの大
切さなどに関する講演会を実施。

実施数：2校
場　所：各学校
対象者：当該学校の生徒
参加者：５６６人

0

同意の重要性や、困った
ときに相談しようとする
意識の向上につながっ
た。
今後も、中高生以外にも
対象を広げながら啓発を
実施する。
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④人権教育の学習内容・方法等の改善・充実

担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

妊娠内密相談
センター
健康教育課

性に関する教
育等を実施す
る専門職への
研修会

身体や生殖の仕組みだけでなく、人間関
係やジェンダーの理解、性にかかわる意
思決定など幅広いテーマを学ぶ包括的性
教育に関し、性教育を担う専門職を対象
とした研修会を実施。

演　題：「こどもたちのウェルビーイ
　　　　　ングのための学び　～包括的
　　　　　性教育って何だろう？～」
講　師：埼玉大学 ダイバーシティ推進
　　　　センター 准教授 渡辺　大輔氏
実施日：令和7年2月19日（水）
場　所：熊本城ホール大会議室A2
対　象：学校及び地域等にて性教育や
　　　性に関する相談支援に携わる者
参加者：146人

212

人権を基盤とした包括的
性教育の概念について理
解が深まり、性の人権を
意識する視点が育まれ
た。今後も継続して研修
会を企画していく。

保育幼稚園課

熊本市保育所
等合同研修会
「人権保育・
教育研修会」

こども一人一人の個性を尊重し、こども
同士の育ちを援助する保育を行うため
に、職員の人権意識を高めることを目的
とした研修会を実施。

演　題：「不適切な保育を未然に防止
　　　　　するために」
講　師：西田　泰子　氏
　　（常葉大学短期大学部非常勤講師）
実施日：令和6年7月26日（金）
場　所：オンライン
対象者：熊本市内の保育施設等の職員

15

不適切な保育が生じる要
因や「 グループシンク
」 について学びことが
でき、こどもの最善の利
益は何かを考え 、こど
もの人権 ・ 命を守る保
育につながる研修となっ
た。

保育幼稚園課

熊本市保育所
等合同研修会
「人権保育・
教育研修会」

こども一人一人の個性を尊重し、こども
同士の育ちを援助する保育を行うため
に、職員の人権意識を高めることを目的
とした研修会を実施。

演　題：「児童虐待の基礎知識と対応
　　　　　について」
講　師：熊本市児童相談所職員
実施日：令和6年11月13日（水）
場　所：オンライン
対象者：熊本市内の保育施設等の職員

0

児童相談所の機能と役
割、熊本市における虐待
の現状や乳幼児期に虐待
を受けるこどもへの影
響、事例をもとに保育園
での対応の方法など学ぶ
ことができた。
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担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

保育幼稚園課
熊本市就学前
人権保育・教
育研修会

こどもの人権を守るために、保育士や保
育教諭、幼稚園教諭の基本的な認識を深
めるとともに、こどもの理解と支援のあ
り方等をとおして、人権保育・教育の推
進を図ることを目的に研修会を実施

演　題：「みらいに思いをつなぐ絵本
　　　  『つるつるのおとうと』」
講　師：森　孝文氏
　　　（熊本県立第一高等学校教諭）
実施日：令和7年1月20日（月）
場　所：ウェルパルくまもと
対象者：熊本市内の保育施設等の職員

15

ハンディを抱えたこども
を持つ保護者の生の声を
聞くことで、こどもの見
方、こどもや家族の思い
について学ぶ機会となっ
た。

人権教育指導
室

人権教育主任
研修会

園・学校における人権教育推進の要であ
る人権教育主任の資質向上を目指し、人
権教育の意義及び重要性についての理解
促進および職務内容等の説明および実践
報告を行った。

実施日：令和６年５月１０日（金）
方　法：オンライン
対象者：市立幼稚園
　　　　学校の人権教育主任
参加者：146人

0

人権教育主任の役割や各
種業務の説明、実践報告
（人権集会、部落問題学
習）などの内容で、参加
者に好評だった。

説明事項の量が膨大なの
で、さらに精選し、意欲
的に学べるようにした
い。
また、部落問題学習や人
権学習について、わかり
やすく実践化できるもの
を紹介していきたい。

人権教育指導
室

人権教育セミ
ナー

人権課題に対する基本的認識を深めるこ
と、個々の人権感覚を磨くこと、各園や
学校での人権教育の推進を図ることを目
的とした講演会の実施。

演　題：特別支援教育の視点に立った
　　　　児童生徒とのかかわり方
講　師：川上　康則　氏
　　　　杉並区済美養護学校主任教
　　　　諭・立教大学兼任講師
実施日：令和6年７月２９日（月）
方　法：オンライン
対象者：市立幼稚園・学校の教職員
参加者：1360人

36

講師の豊富な経験や長年
の研究に基づいた講話
は、教職員のこどもへの
向き合い方や自らの人権
感覚を見つめ直す機会と
なった。
参加者からも概ね満足と
の感想を得ている。課題
として、講話が事前収録
であったため参加者が直
接の質問できなかったこ
とが挙げられる。

参加者のニーズを把握し
ながら次年度も継続して
実施する。
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担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

人権教育指導
室

地区別人権教
育研修会

すべてのこどもたちの人権が尊重され、
こどもたち一人一人が自尊感情を高め、
互いを認め、支え合っていく人権教育の
推進のため、レポートに基づく分科会、
授業研究会、基本的認識部会をブロック
ごとに実施した。

実施日：令和６年１１月１３日（水）
場　所：市立の園・学校に分かれて
対　象：市立幼稚園・学校の職員
参加者：4,420人

0

こどもや保護者の思いや
願いを大切にした実践か
ら、こどもとのかかわり
方や自身の人権感覚等に
ついて振り返る大変貴重
な研修の場となってい
る。さまざまな職種から
の参加が多い基本的認識
部会も好評であった。

各ブロックの実行委員長
と連携を深めながら次年
度以降も継続して実施す
る。

人権教育指導
室

園・学校訪問

人権学習の授業と授業研究会を通して、
人権学習の指導のあり方についての理解
を図るとともに、各園・学校における人
権教育推進上の課題の把握をし、助言な
らびに啓発を行っている。

実施数：１園・３６校
場　所：市立幼稚園・学校
サイクル：４年で全園・学校を訪問する

0

人権教育全般に関する助
言、人権学習の授業作
り、研究会、ミニ講座を
行っており、達成感や深
い学びにつながる感想が
多い。
４年に１度の実施なの
で、異動等で長く受けら
れない教職員もいる。

学校訪問の内容として、
充実しているので、あと
１サイクルはこの形を継
続したい。

人権教育指導
室

熊本市子ども
フォーラム

「児童の権利に関する条約」の周知とこ
どもの意見表明の機会の確保を目的とし
て開催している。テーマは、各学校の
ニーズによる。

実施数：18校
場　所：市立幼稚園・学校
参加者：児童生徒・教職員・保護者・
　　　　地域住民

306

「児童の権利に関する条
約」の周知について、
フォーラムで取り上げる
テーマは様々だが、各学
校の取組により進んでい
る。継続的な取組にする
ことでさらに効果があが
ると思われる。

予算の範囲内で実施校を
拡大していく。

人権教育指導
室

熊本市中学生
によるこども
議会

「こども基本法」と意見表明権について
の研修の後、参加者がテーマにそった討
議を行い、各分科会で話し合った内容を
発表した。

テーマ：「全校生徒が本気で取り組む
             学校づくりについて話し合お
　　　　う」
実施日：令和6年７月３１日（水）
場　所：熊本市議会本会議場他
対象者：市立、私立、
　　　　国立の中学校からの代表
参加者：51人

0

参加者の当日の満足度が
高く、また、その後の学
校における生徒会活動の
活性化につながってい
る。

参加する生徒のニーズを
把握しながら、次年度以
降も継続して実施する。
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担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

人権教育指導
室

校則・生徒指
導のあり方の
見直し

民主主義の基本を身に付けながら自ら判
断し行動できる児童生徒の育成を目指
し、市立の全ての小・中・高等学校で実
施している。校則を変えることだけを目
的にするのではなく、児童生徒・教職
員・保護者がともに話し合い、考える場
を作ることを前提とし、児童生徒が自ら
考え決めていく仕組みづくりを重視して
いる。

対象：市立の全小・中・高等学校

0

各学校での見直しが継続
して行われており、仕組
みづくりも進んでいる。
ただし、こども自身が参
画している実感を伴う意
見収集の仕方にはまだ課
題が残る。

今後は、各校の取組の充
実を目指し、工夫ある取
組を提案、紹介するなど
して、働きかけていく。

こども支援課
子育てほっと
ステーション
全体研修①

演題：「乳幼児の発育特性や個人差に
　　　　合わせた遊ばせ方について」
講師：益満美寿氏
　　　熊本保健科学大学健康・スポー
         ツ教育研究センター　准教授
実施日：令和6年10月3日（木）
場　所：くまもと県民交流館パレア
対象者：子育てほっとステーション
　　　（子育て支援センター）
　　　　児童館（室）
　　　　街なか子育てひろば
　　　　こども文化会館　　の職員、
　　　　各区保健こども課担当保健師
参加者：52人

15

こどもの発達の面から、
発達特性に合わせた遊び
を考えていく研修を行っ
た。参加者からの事前質
問に講師から当日回答だ
けでなく、後日文書で丁
寧な回答をいただき、皆
で共有することができ
た。
参加者からは「実践につ
ながる発達支援関連の研
修でよかった。日頃悩ん
でいることだったので、
とてもありがたかった」
等の回答があった。実践
に繋がるこどもの発達研
修を今後も組み立ててい
きたい。

こども支援課
子育てほっと
ステーション
全体研修②

演　題：「サポート業務におけるメン
　　　　　タルケアとストレスマネー
　　　　　ジメント」
講　師：心理カウンセラー　三浦佑子氏
実施日：令和7年3月6日（木）
場　所：中央公民館
対象者：子育てほっとステーション
　　　（子育て支援センター）
　　　　児童館（室）
　　　　街なか子育てひろば
　　　　こども文化会館　　の職員、
　　　　各区保健こども課担当保健師
参加者：39人

6

サポートをする業務職員
にむけたメンタルケアと
ストレスマネージメント
を学ぶ研修であったが、
保護者の支援に役立つ内
容も聞くことができた。
参加者からも「支援者の
メンタルケアの大切さが
虐待防止にもつながるこ
とを意識して業務をおこ
ないたい」等の回答が
あった。今後も取り入れ
ていくことが必要と考え
る。
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担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

こども支援課

子育てほっと
ステーション
虐待防止研修
第１回

演　題：「多文化共生時代の保護者
　　　　　支援」
講　師：九州ルーテル学院大学
　　　　准教授　三井　真紀氏
実施日：令和6年6月26日（水）
場　所：中央公民館
対象者：子育てほっとステーション
　　　（子育て支援センター）
　　　　児童館（室）
　　　　街なか子育てひろば
　　　　こども文化会館　　の職員、
　　　　各区保健こども課担当保健師
参加者：36人

15

多文化共生の視点から、
こどもの人権について、
人権意識・人権感覚の捉
え直しが大切なことを学
んだ。参加者からは「現
代の子育て事情等を聞く
ことができ、多くの学び
があった」と回答があっ
た。

こども支援課

子育てほっと
ステーション
虐待防止研修
第２回

演　題：「児童虐待　現状と私たちに
　　　　　できること
　　　　‐子どもの健全な発育を促す
　　　　ために‐」
講　師：NPO法人優里の会
　　　　副理事長　園部　博範氏
実施日：令和6年11月13日（水）
場　所：中央公民館
対象者：子育てほっとステーション
　　　（子育て支援センター）
　　　　児童館（室）
　　　　街なか子育てひろば
　　　　こども文化会館　　の職員、
　　　　各区保健こども課担当保健師
参加者：40人

15

こどもの健全な発育を促
すために、児童虐待の基
本的知識と現状を学ぶ。
知ることの大事さ、支援
者として今できること・
やるべきことを共有する
ことができた。
定期的に、情報を共有し
アップデートしていく必
要性を感じた。

こども支援課

子育てほっと
ステーション
虐待防止研修
第３回

演　題：「子育て支援は家族支援
　　　　～これからの地域の子育てを
　　　　　考える～」
講　師：NPO法人優里の会
　　　　理事長　黒田　信子氏
実施日：令和7年1月22日（水）
場　所：中央公民館
対象者：子育てほっとステーション
　　　（子育て支援センター）
　　　　児童館（室）
　　　　街なか子育てひろば
　　　　こども文化会館　　の職員、
　　　　各区保健こども課担当保健師
参加者：41人

15

第２回虐待防止研修から
の連続研修となる。
グループワークで事例検
討をおこなっていき、こ
れからの地域の子育て支
援について学ぶことがで
きた。
座学だけでなく、グルー
プワークも取り入れ、学
びを深めていきたい。
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⑤その他

担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

人権政策課

人権の花運動

〈法務省人権
啓発活動地方
委託事業〉

前任の小学校から花の種という命のバト
ンを受けとり、育て、次の小学校に収穫
した種をつなげる運動。
児童が花を育てていく過程において、命
の大切や協力して互いを思いやりながら
作業等を進めることで、人権についての
学びを深めることを目的としている。
　各学校での人権擁護委員による人権教
室も実施

　　　　   　　　　(伝達式)   (終了式)
白川小　（中央区）　6/18　 12/15
秋津小　（東区）　   6/11　 12/8
芳野小　（西区）　   6/4      12/13
奥古閑小（南区）　   6/5 　  11/22
川上小　（北区）      6/12 　11/21

650

　学校からのアンケート
や報告書の提出により効
果の検証を行っており、
概ね有効であったとの回
答を得ている。
　花の種の伝達式等での
講話や人権擁護委員から
のSOSミニレターの紹
介、人権教室の開催など
を通して、人権について
考える機会の創出につな
がったといった回答が
あった。
　酷暑による水やりの負
担等があるため、校内の
緑化活動等連携した取組
が必要である。

熊本市ふれあ
い文化セン
ター

出前講座

ふれあい文化センター職員による体験型
人権学習

演　題：「自分も相手も大切にする
　　　　　トークスキル」
講　師：ふれあい文化センター職員
実施日：令和6年１０月２２日（火）
場　所：春竹小学校
対象者：春竹小学校１～３年生
参加者：２２０人

0

学校でも日常的に取り組
んでいることだが、改め
て学ぶことができて良
かったという感想をいた
だいた。ただ、下学年の
児童には座学の３５分間
は長すぎたので、次回は
活動を増やす等、工夫が
必要だと感じている。

人権教育指導
室

こどもの人権
啓発ポスター

こどもの人権及び個人の尊重についての
理解を深めるためにポスターを作成し、
配布した。

発行月：R7.3
発行部数：350部
配布先：市立の園・学校

100

人権啓発作品を活用し、
児童・生徒にわかりやす
く、メッセージが届きや
すい構成でポスターを作
成し、配布できた。

人権教育指導
室

シティFM・
RKKスポット
放送による啓
発

人権に係る時事的または普遍的なことに
ついて、メディアを通して市民に発信す
る。

【シティFM】
放送回数：３回
出演者：本室職員
 １回目：個性を大切にしようの啓発
　　　　 パネルの紹介
 ２回目：人権啓発作品募集について
 ３回目：児童の権利に関する条約に
              ついて
【RKKスポット放送】
放送回数：月に4～5回×12月
出演者：当番校（小・中学校）
            児童・生徒

0

メディアを通した啓発の
メリットとして広く市民
に届けることができる。
シティFMでは様々な
テーマで啓発ができた。
RKKでは各学校の取組
や人権メッセージなどを
発信することができた。

今後も継続して実施して
いく。
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３　高齢者に関する人権問題　

（１）基本方針

（２）施策の体系

⑤その他

担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

秋津公民館
人権教養講演
会

高齢者が被害者となる詐欺事件について
熊本県警から「詐欺事件の現状と統計」
について説明。その後、実際に起こった
肥後銀行での事案を紹介。さらに肥後に
わかに「オレオレ詐欺」を題材にしたに
わかを披露してもらった。

演題：「肥後にわかde詐欺防止！」
実施日：令和６年１２月１日（日）
場所：秋津公民館　ホール
対象者：どなたでも
参加者：５７名

7

詐欺事件の現状と統計や
実例を実際の音声を入れ
ながら紹介したことで、
参加者は自分自身にも起
こりうることであると認
識することができた。ま
た、肥後にわかで面白お
かしく印象に残る内容
だった点も良かった。さ
らに被害を防ぐためのポ
イントももっと詳しく紹
介できればよかった。

　平成15年(2003年)から「熊本市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（通称「くまもとは

つらつプラン」）」を３年ごとに見直しを行いながら、総合的な高齢者施策を推進しています。

　さらに、年齢や障がいの有無等に関わらず、社会生活・社会参加ができるよう、市管理施設の

バリアフリー化に取り組みます。

④成年後見制度等による高齢者の権利擁護

一人ひとりの人権が尊重され、お互いに支え合いながら住み慣れた地域で、健康で
いきいきと、その人らしく安心して暮らせる社会の実現

①認知症高齢者の理解を深めるための普及・啓発

②認知症高齢者の早期発見・早期対応と家族等の支援

③高齢者虐待の防止と対応
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４　障がいのある人に関する人権問題

（１）基本方針

（２）施策の体系

①障がいのある人に対する理解の促進

担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

健康福祉政策
課

心のバリアフ
リー

車いすユーザーが多数派である架空の世
界を通じて、「社会が作り出す障がいと
は何か」を問いかける体験イベント「バ
リアフルレストランinくまもと」を開催
し、心のバリアフリーの推進を図った。

開催日：令和6年10月14日（祝）
　　　　　～10月15日（火）
場　所：熊本城ホールエントランス
　　　　ロビー

3,000

体験型であることで、効
果的に働きかけることが
できた。今後は、心のバ
リアフリーの意識を早期
に醸成するため、教育委
員会、学校現場と連携
し、小学生から高校生ま
でを主な対象として、事
前・事後授業を含む学習
プログラムの構築・展開
を目指す。

障がい福祉課

障がい者理解
促進事業（障
がい者サポー
ター研修）

障がいや障がいのある方に対する理解促
進を図るため、平成２５年度に発足した
「障がい者サポーター制度」を推進し、
障がい者サポーター研修会やワーク
ショップ等を開催するとともに、市職員
向け研修会及び出前講座等を実施する。

サポーター研修のR6年度の受講者数：
2,735名。

1,288

企業や教育機関等に対
し、障がい者サポーター
研修出前講座を実施した
ことにより、市民の障が
い福祉に関する理解促進
を図ることができた。
今後も、熊本市障がい者
相談支援センター等と連
携して研修を実施するこ
とで、障がい者への具体
的な支援を学ぶ機会を提
供する。

　すべての市民が障がいの有無によって分け隔てられることなく、だれもが互いに人格と個性を

尊重し共生する社会（共生社会）の実現を目指して、障がいへの理解促進と権利擁護を推進しま

す。

④障がいのある人の働きやすい職場環境の整備

障がいへの理解啓発と権利擁護の推進

①障がいのある人に対する理解の促進

②障がいのある人への虐待の防止

③手話言語条例に基づく施策の推進

15



担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

障がい福祉課

障がい者理解
促進事業
（心の輪を広
げる体験作
文・障害者週
間のポスター
コンクール）

障がい者に対する理解促進を図るため、
市民を対象に「心の輪を広げる体験作
文」及び「障害者週間のポスター」を公
募・表彰するとともに、各部門１点を内
閣府へ推薦する。

障害者週間：12月3日～9日

84

障害者週間の周知や障が
い者を含むすべての人た
ちとの共生社会の実現な
どの理念について理解促
進を図ることができた
が、応募数（特にポス
ター）を増やすため、周
知の方法に工夫が必要で
ある。市の広報媒体や
SNS等を活用するとと
もに、学校以外の障害者
施設への周知や、障がい
者サポーター研修出前講
座等の機会を活用し、よ
り多くの市民への情報提
供に努める。

人材育成セン
ター

新規採用職員
研修 福祉疑似
体験

福祉疑似体験を通して障がいのある人の
立場になって考え、気持ちを理解する。
また、合理的配慮の立場からのサポート
方法を学ぶ。

○アイマスク体験
　講師：熊本市社会福祉協議会
○車椅子体験
　講師：ヒューマンネットワーク熊本
○手話講習
　講師：熊本県聴覚障害者情報提供
　　　　センター所長　小野尚寿　氏
○講義「障がい者への理解」
　　　　熊本市障がい福祉課職員
○講演「障がいへの合理的配慮」
　　　　植田洋平氏、阿曽太一氏
実施日及び場所：
実施日：①令和６年4月11日（木）
　　　　②令和６年4月15日（金）
場所：　①ナースパワーアリーナ
　　　　②国際交流会館
対　象：新規採用職員
参加人：258人

110

障がいによる制約や、バ
リアフリーの重要性、日
常的な問題などを体験す
ることで障がいに対する
理解や共感を深めた。ま
た、サポート体験を学ぶ
ことで今後の合理的配慮
の取組に繋がった。

継続して実施

人材育成セン
ター

階層別研修に
おける内部講
師による講義

障がい者への合理的配慮についての知識
を身に付け理解を深める

「障がい者に対する合理的配慮」
　講師：人事課職員

・新規採用職員　4月採用：258人
                        6月採用：8人
   　　　　　　 10月採用：２人
　　　　　　　   1月採用：19人
・主査級昇任者　121名
・課長級昇任者　 ６８名
・新任作業長・主任　14人

ー

市職員としてまた階層別
での適切な人権意識を学
び、人権に配慮した業務
遂行ができるようにな
る。

受講後アンケートに、動
画視聴による理解度を測
る設問を入れ、回答結果
を検証し、動画作成担当
課にフィードバックす
る。
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担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

総合支援課

熊本市立小中
学校特別支援
学級・特別支
援学校児童生
徒作品展
（ハッピース
マイル・アー
トギャラ
リー）

〈法務省人権
啓発活動地方
委託事業〉

市立小中学校の特別支援学級・特別支援
学校に在籍する児童生徒の絵画、版画、
書道、硬筆、工作、作業作品等のほか、
参考展示として市内特別支援学校及び福
祉サービス事業所等の作品展示等を行っ
ている。
学習成果の発表をとおして、参加者相互
の交流を深めるとともに、市民への特別
支援教育の理解を広げる内容。

日時：R6.12.13～16（4日間）
会場：熊本城ホールエントランスロビー
出品学校
　　　小学校55校、中学校24校
　　　特別支援学校2校　計81校
出品数：約1,000点
入場者数　3,344人

532

寄せられた感想から、観
覧者が、障がいのあるこ
どもの学校での日常や、
作品制作に一生懸命取り
組んでいる様子を、作品
を通して感じていること
がわかる。また、こども
たちが感想を読んだり、
評価を受けたりすること
で、さらなる作品制作へ
の意欲や、自己有用感の
醸成につながっている。

東部公民館 総合的な学習

障がい者サポーター養成講座
障がいを持つ方とどのように接したらよ
いのかについて学び、実践意欲を高め
る。
講　師：森下　憲司　氏
　　　（熊本市障がい者相談支援セン
　　　　ターきらり）
実施日：令和６年９月４日（水）
場　所：健軍東小学校
対象者：４年生
参加者：４２人

6

クイズ体験、動画視聴な
どから、子どもたちも考
えながら学ぶことがで
き、視野が広がった。

より深い学びにつなげる
ために、学年を超えた系
統的な学習に取り組んで
いきたい。

秋津公民館

「おでかけ公
民館」
視覚障がいに
ついての講
話・点字体験

視覚障がいの方から視覚障がいについて
のお話を聞き、点字体験をすることによ
り障がい者への理解を深める。

講師：石坂　啓氏（他２名）
実施日：令和6年7月9日（火）
場所：秋津小学校　体育館
対象者：4年生
参加者：１０５名

27

視覚障がいの方のお話を
実際聞くことにより、視
覚障がい者の生活につい
て知り、自分にできるこ
とを考えるきっかけと
なった。
点字ブロックがあるにも
かかわらず、自転車等が
停められていて視覚障が
い者の歩行の妨げになる
という事案がある。
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担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

植木公民館
おでかけ公民
館講座

国内外のマラソン大会に挑戦している横
田氏より、熊本城マラソンにも出場され
た講師の常に前向きな生き方に触れるこ
とで、自分の事と重ねながら考えていく
機会とするとともに、お互いが助け合っ
ていくことが大切であるという思いを深
める内容。
演　題：「みんなと同じだったり、
              違ったりしても一人しかいな
             い大切な私」
講　師：横田　久世　氏
実施日：令和6年11月7日（木）
場　所：吉松小学校
対　象：全児童と保護者
参加人数：177人

14

講師から当事者の思いを
聞くことで、自分のこと
として捉えることができ
ていた。

今後も継続して啓発の機
会を設けていく。

南部公民館
人権啓発講演
会

身近な人権課題を提起し、日常生活の中
に人権の視点をあてることの大切さを啓
発するために、講演会を実施した。

演　題：「一歩踏み出せば自分の笑顔
　　　　　につながる」
講　師：横田　久世　氏
実施日：令和6年９月29日（日）
場　所：南部公民館　ホール
対象者：地域の方々
参加者：約100人

30

横田さんの講演をまた聞
きたい、他の人にも聞い
てほしいという意見があ
り、概ね好評な感想が多
かった。今後も、教養講
演会や主催講座を通し
て、人権啓発に努めた
い。

天明公民館 ハートフル講
演会

義足のランナー「横田久世」氏を講師に
招き、人生を前向きに生きる姿を体験談
などを通して講演。参加者には身近な人
権課題を提起し、日常生活の中に人権の
視点をあてることの大切さを啓発した。

講師：横田　久世　氏
日時：令和6年12月3日
場所：中緑小学校
対象：児童・保護者・職員・地域の方

30

講演会自体の内容や、講
師の講話の進め方が巧み
であったこともあり、参
加者からは「とても良い
お話の内容だった」との
意見が多く、当初の開催
目的に適った講演会で
あった。今後も、心のバ
リアフリーに関する講話
や体験を企画し、人権啓
発に努めていきたい。

人権教育指導
室

高校等４校人
権教育研修会

障がいのある人に関する人権についての
基本的認識を深め、生徒やその保護者へ
の関わり方についての理解および実践力
の向上を図る研修を実施した。
演　題：「困難さを抱える生徒とその
　　　　　保護者の思いに寄り添う教
　　　　　職員の関わりとは」
講　師：井上　裕介　氏
　　　　高機能自閉症アスペルガー
　　　　当事者会シェアハート役員
実施日：令和6年８月２３日（金）
場　所：熊本市立必由館高等学校
対象者：必由館高校・千原台高校・総
　　　　合ビジネス専門学校・平成さ
　　　　くら支援学校の教職員
参加者：137人

15

経験に基づく講話であ
り、また、講話をもとに
した異校種での班別意見
交換を行うことで、参加
者にとって多くの学びを
得た研修となった。他業
務のための欠席者が複数
おり、欠席者への研修機
会の確保および日程調整
が必要。

次年度も継続実施の予定
であるので、日程調整も
含めて実行委員会で検討
していく。
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担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

北部公民館 主催講座

場面緘黙とは、どんな状態なのか、どん
な症状なのか、後遺症等、当事者の経験
談を聞き、どのように接すればよいのか
を学ぶ。

講座名：場面緘黙の世界
　　　　～話せない理由、話します～
講　師：小西　佳太　氏
実施日：令和6年7月30日
場　所：北部公民館
対　象：どなたでも
参加人数：37人

6

参加者は、「場面緘黙」
について知る機会になっ
た。また、講師の体験に
直接触れることで、「場
面緘黙」に対する関わり
方を学びながら、自身の
人権感覚や意識を見つめ
直すことができた。

北部公民館 主催講座

全盲のヨットセーラーとして太平洋横断
を成功した経験談等を通して、参加者一
人ひとりが困難や苦難に立ち向かう勇気
と希望を感じる。

講座名：心をありがとうで満たす
　　　　メディテーションデウス
講　師：岩本　光弘　氏
実施日：令和6年11月21日
場　所：北部公民館
対　象：どなたでも
参加人数：19人

6

日常の中で感謝の力を体
験し、困難や苦難に立ち
向かう勇気と希望をもつ
ことができた。

人権政策課
市政だよりへ
の記事掲載

行事やイベント、事業など熊本市の市政
情報を伝えるための広報紙に、人権に関
するコラム「くらしの中の人権」を掲載
している。基本計画にある20の分野別
人権問題などをそれぞれの強化月間（週
間）等にあわせて掲載内容を選択してい
る。
※市政だより５月号
くらしの中の人権125「障がいのある
人に関する人権問題」

発行部数　約332,000部
発行回数　毎月１回発行
規格　　　タブロイド判　全カラー

0

暮らしの中にある身近な
人権問題について、わか
りやすい言葉で、自分ご
ととして捉えてもらえる
ような記事の掲載が必要
である。
デジタルデバイドに配慮
した媒体であり、家庭内
で人権について考えてい
ただく機会となるよう継
続して実施していく。
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②障がいのある人への虐待の防止その他

担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

障がい福祉課
障がい者虐待
防止研修

障がい者虐待に関する知識と国民の通報
義務や通報窓口等について周知すること
で、障がい者の権利擁護を図るもの。

１回目：R6.5.23
　　　　放デイ事業所   20名
　　　　清水総合出張所にて
２回目：R6.8.20
　　　　相談支援部会  50名
　　　　清水総合出張所にて
３回目：R6.10.28
　　　　児童発達支援センター16名
　　　　事業所にて
４回目：R6.11.9
　　　市民後見人養成講座受講者10名
　　　　熊本県女性会館

0

障がい者虐待について、
改めて支援者間で考える
貴重な時間となってい
る。
各事業所内部において、
報告・連絡・相談体制が
まちまちである。日々の
支援を振り返るような習
慣や組織づくりを、全事
業所に対して促す必要が
ある。
研修の開催は対面方式で
もオンライン方式でも研
修内容を変えずに実施可
能なため、引き続き出前
講座として広報して実施
する方針である。

③手話言語条例に基づく施策の推進

担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

障がい福祉課
熊本市手話言
語条例につい
て

ろう者が日常生活及び社会生活を営むこ
とができるよう、市民及び事業者並びに
関係団体と連携して手話に関する施策を
総合的かつ計画的に推進する

・熊本市手話言語条例施策推進委員会を
開催し、熊本市手話に関する施策の実施
状況等についての報告と意見交換を行っ
た。
開催日：令和7年2月14日（金）
会　場：ウェルパルくまもと

・この意見交換等を基に、令和7年3月
に熊本市手話に関する施策の推進方針の
見直しを実施した。

12

熊本市手話に関する施策
の推進方針に基づいた具
体的な取り組みの実践に
継続して取り組む必要が
ある。

今後は、①推進方針を具
体的に進める、②施策推
進員会の年度内に複数回
開催を目指す、③色々な
事業について企画段階で
の協議や施策内容につい
て関係機関と相談できる
委員会を目指す。
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担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

龍田公民館
おでかけ公民
館講座

2名の講師（手話講師と聴覚に障がいを
お持ちの方）が、手話でコミュニケー
ションを取りながら、聴覚障がいを持つ
方の暮らしについて理解を深める内容。
日常的な挨拶や子どもたちの名前を指文
字や手話で表現を通して体験し、学ぶ内
容。
講座名：手話指導と交流
講　師：小野康二氏、渡邉百代氏

実施日：令和6年6月25日
場　所：楠小学校
対　象：4年生
参加人数：43人

実施日：令和6年6月21日
場　所：武蔵小学校
対　象：4年生及び教職員
参加人数：59人

12

講師から聴覚障がい者の
方の暮らしや思いを聞く
ことで、障がいをもつ方
への理解を深めた。また
自分の名前などを手話で
表現することの楽しさを
学んだ。

今後も継続して啓発の機
会を設けていく。

飽田公民館

おでかけ公民
館講座

飽田東小
4年生

挨拶・簡単な日常会話から、話などを通
して手話を学ぶことで、耳の不自由な方
のことを理解し共生の心を育てる。

講　師：田中　みさ代　氏
実施日：令和6年10月３日(木)
　　　　９時３０分～1１時３０分
場　所：熊本市立飽田東小学校　音楽室
対　象：飽田東小４年児童と教職員
参加者：９０人

6

手話での自己紹介を一人
ひとり優しく丁寧に教え
られたり、とてもわかり
やすかった。こどもたち
は干支や数字等の身近な
手話を短時間でたくさん
覚えることができた。講
座後にはこどもが手話の
本を借りて練習したり、
休み時間にお互いに自己
紹介をしあったりと、手
話に大変興味を持つ講座
となった。

幸田公民館

公民館主催講
座
「手話をはじ
めよう～初心
者の方へ～」

手話での自己紹介や挨拶・簡単な日常会
話等から、手話資格認定試験に向けた講
座内容。

講　師：田中　みさ代　氏
実施日：令和6年６月2１日
　　　　7月５、1２、1９、2６日
　　　　８月2、8日
　　　　【全7回・金曜日】
　　　　１９時～２１時
場　所：幸田公民館　B会議室
対　象：熊本市民
参加者：１２人

6

毎年開催しているが、昨
年参加された市民も数名
参加されていた。
仕事で必要という事で参
加された看護師もいた。
次年度も開催することが
必要だと思った。
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④障がいのある人の働きやすい職場環境の整備

担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

障がい福祉課
障がい者雇用
（チャレンジ
雇用）

障がい者を市の会計年度任用職員として
雇用し、一般企業への就職につなげるこ
とを目的とする「チャレンジ雇用」を実
施し、障がい者の就労の場を提供する。

21,850

就労支援員（ジョブコー
チ）を配置することで、
障がい者会計年度任用職
員の職場定着を図るとと
もに、任期満了後におけ
る一般就労への支援を行
うことができた。
課題として障がい者会計
年度任用職員の心身状態
が不調になった場合に、
医療機関等の関係機関や
家族等との情報共有及び
連携を円滑に行うことの
できる体制整備が必要で
ある。
配属課との面談を定期的
に実施することで、勤務
状況を把握するととも
に、本人の体調の変化に
対し、早期発見・対応で
きる環境整備を行う。
また、本人の同意のう
え、必要に応じて関係機
関との情報共有を図る。

人材育成セン
ター

障がいのある
職員への対応
研修

職場の管理職や身近で指導する主査・指
導員が持つべき必要な知識や障がいの特
性に合わせたサポートスキルを学び、
「部下育成」と「共に働きやすい職場環
境づくり」を目的とする

講師：アビット株式会社　佐伯るみ氏
実施日：令和６年6月28日（金）
場所：市民会館シアーズホーム夢ホー
　　　ル（熊本市民会館）大会議室
対象：
  【必須】障がい枠採用1～7年目の職
             員が在籍する所属の「所属
　　　  　長」「主査または同僚」
  【公募】希望する職員
参加人数：73人

249

　受講後アンケートで
「個人の資質向上または
今後の職務に役立つ」と
回答した受講者87％。
他課職員との意見交換が
今回も好評だった。
「フォローする職員の
フォロー」について気づ
きを得た受講生多数。

　一方で、具体的ケース
スタディについての要望
も複数あり、今後は実務
者への講師を依頼。

人材育成セン
ター

多様な人材が
能力を発揮で
きる職場環境
づくり研修

様々な障がいのある職員等と共に働く機
会が増え、多様な人材が能力を発揮し、
誰もが働きやすい職場環境づくりを目指
し、管理職として習得しておくべき障が
い特性に関する正しい理解や合理的配慮
に関する知識を深めることを目的とす
る。

内　容：DVD動画研修
対　象：課長級職員　377人

0

管理職として習得してお
くべき障がい特性に関す
る正しい理解や合理的配
慮に関する知識習得につ
ながった。
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５　部落差別（同和問題）

（１）基本方針

（２）施策の体系

①研修や啓発活動の実施による正しい知識の深化と理解

担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

人権政策課
動画視聴によ
る職員人権研
修

部落差別（同和問題）について、正しい
理解と知識を深めるために動画視聴によ
る研修を実施

演　題：部落差別（同和問題）に関す
　　　　る職員人権研修
講　師：脇田　五典氏
　　　（元熊本市人権関係登録講師）
実施日：令和7年３月4日～28日
対象者：熊本市職員
参加者：1,968回視聴

0

部落差別（同和問題）の
歴史的背景やこれまでの
歩み等を理解するととも
に、人権問題に適切に対
応することができるよう
講師による講義ととも
に、法律の変遷や事象に
ついて、解説を交えた動
画を制作した。
令和７年度は、随時視聴
できるよう再編集をし周
知を図っている。
今後も、職員の理解が深
まるよう継続して研修を
実施していく。

熊本市ふれあ
い文化セン
ター

映画鑑賞会

文化祭記念映画鑑賞会

作　品：「破戒」（２０２０年）
実施日：令和７年２月７日（金）
場　所：ふれあい文化センター
対象者：地域住民
参加者：６１人

0

講演会だけでなく、様々
な形で人権について考え
る機会を作りたいと思
い、映画鑑賞会を企画し
た。多くの人が集まって
いただき、よかったと思
う。今回はアンケートを
取らなかったので、次回
はアンケートを取り、参
加者の意見も聞きたいと
思う。

　地域の実情を踏まえ、国、県をはじめ、関係機関や関係団体等と連携し、家庭、地域、学校、

事業所・職場等における教育や研修をとおし、部落差別（同和問題）に対する正しい理解と認識

が得られるよう、人権教育・啓発の取組を進めます。

市民一人ひとりが部落差別（同和問題）への正しい理解と認識を深める

①研修や啓発活動の実施による正しい知識の深化と理解

②関係機関・関係団体等との連携による啓発活動
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担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

植木ふれあい
文化センター

人権講演会

講師の学童期から現在までの様々な話を
通して、改めて部落差別(同和問題)をは
じめ、あらゆる人権課題を自分事として
捉える機会を持つために実施

演題：「ムラで生きる」
　　　～出会いから学んだこと～
講師：細貝　両作氏
実施日：令和６年７月３０日（火）
場所：植木ふれあい文化センター
対象者：市民及び小中学校関係者
参加者：５８名

0

実施後のアンケートでは
「差別は身近なところに
あり、それに気づき、な
くしていく努力をすべき
だ。」などの意見があり
新たな発見や、振り返り
などの効果があった。
今後も啓発講演会を継続
していく。

城南
公民館

第４回こころ
を育てるあっ
たかセミナー
（人権教育講
演会）

終戦直後の旧満州で、日本史上唯一の国
策によって行われた海外移住民「来民開
拓団」が大規模な集団自決に追い込まれ
た史実を通して、こどもたちと共に人権
問題について考えていく活動の取り組み
に関する講演内容

演　題：「来民開拓団の真相」に学び
　　　　ながら、「開拓慰霊祭のここ
　　　　ろ」を受け継ぐ子どもたち
講　師：森山　英治　氏
　　　　旧満州来民開拓団遺族会会長
実施日：令和7年2月12日（水）
場　所：城南公民館（学習室１・２）
対　象：どなたでも
参加人数：46人（内オンライン10人）

7

熊本で起きた史実を知ら
ない人も多かった。国の
融和政策に動き、命を無
くしていった方々の思い
と名誉回復のために、人
権教育・啓発として教育
者としてできる現場の生
の声・取組みを示唆して
いただいた。今後も継続
して啓発の機会を設けて
いく。

北部公民館
人権啓発講演
会

戦時中、満蒙開拓団を取り巻く国策と部
落差別、２７６人の子どもや女性、老人
たちの集団自決等に焦点を当て熊本県民
として過去の惨劇を知り、平和への願い
などの話を聞く内容。

演　題：「来民(くたみ)開拓団の惨劇
　　　　　から問う国策と差別」
講　師：エィミー・ツジモト
　　　　国際ジャーナリスト
実施日：令和6年9月29日
場　所：北部公民館
対　象：どなたでも
参加人数：72人

50

身近な人権課題を提起
し、日常生活を人権の視
点でとらえていくことの
大切さを啓発できた。

今後も継続して啓発の機
会を設けていく。

人権教育指導
室

教頭・幼稚園
主任教諭人権
教育研修会

部落問題学習について、学校で推進して
いくために、部落問題学習に造詣の深い
講師を招き、講演を行う。

演　題：「改めて部落史に学ぶ
　　　　　～DVD水平社を立ち上げた
　　　　　人々を視聴して～」
講　師：外川　正明　氏
　　　　京都教育大学名誉教授、鳥取
           環境大学名誉教授
実施日：令和6年９月１２日（木）
場　所：植木文化ホール
対象者：市立幼稚園の主任教諭
　　　　市立学校の教頭
参加者：155人

92

部落問題学習について、
社会科を中心とした具体
案や実践を聞くことがで
き、参加者にとって多く
の学びがあった。

管理職の人権意識や人権
教育の推進を目的とし、
次年度も継続して実施す
る。
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６　外国人に関する人権問題

（１）基本方針

（２）施策の体系

①市民を対象に異文化理解の促進や多文化共生に対する意識の醸成

担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

国際課
異文化理解講
座

熊本市国際交流会館にて異文化理解講座
を実施。熊本市国際交流員（CIR）、外
国語指導助手（ALT）、留学生、元
JICA 海外協力隊員等を講師に迎え、海
外の文化や風習、観光等をテーマに、
様々な講座を実施。

参加人数の総計：2,069 人

166,049

多種多様な講座を実施
し、外国人との交流の機
会を創出することによ
り、異文化理解の促進を
進めている。一方、参加
者が固定化される傾向が
あるため、熊本市 LINE
への投稿や、
Facebook、X など
SNS を積極的に活用
し、幅広い世代への広報
に努める。

「熊本市国際戦略」中で、地域の国際化を促進するための基本的取組として、多文化共生社会の

推進及びグローバルな人材の育成と集積・活用を掲げ、様々な取組を行っていきます。

　今後、アフターコロナによる人的交流の再開や台湾の半導体関連企業の熊本進出などを背景と

して、在住外国人の更なる増加が見込まれるため、外国人が安心して生活することができる環境

整備を行い、外国人・日本人ともに、地域社会の一員として安心して暮らしていくことができる

多文化共生社会の推進に取り組んでいきます。

①市民を対象に異文化理解の促進や多文化共生に対する意識の醸成

②外国人に対する支援の充実

③地域を担うグローバルな人材の育成と次世代への継承

多文化共生社会の推進及びグローバルな人材の育成と集積・活用
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担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

国際課
多文化共生月
間

熊本市国際交流会館において、毎年 2
月を多文化共生月間と位置付け、下記の
事業を実施。

○多文化共生シンポジウム
　　令和7 年2 月15 日（土）
　　参加人数：92 人
○多文化共生パネル展
　　令和 7年2月1日(土)～28日(金)
     来場者数：約 500 人
○外国人コミュニティイベント
　≪第1 回≫ 「ベトナム」
　　令和7年2月8日（土）
　　講 師：在熊本ベトナム人協会
　　参加人数：20 人
　≪第 2 回≫ 「台湾」
　　令和7 年2月22日（土）
　　講 師：台熊友好会
　　参加人数：30 人

166,049

在住外国人が増加・多様
化する中で、本市に居住
する外国人を含む全ての
人々にとって暮らしやす
いまちをめざすため、多
文化共生社会の推進に資
する事業を継続して実施
する。日本人市民の方に
も異文化理解の促進や人
権尊重意識の醸成に資す
る啓発を充実していく。

熊本市ふれあ
い文化セン
ター

出前講座

ふれあい文化センター職員による体験型
人権学習。

演　題：「やさしい日本語」
講　師：ふれあい文化センター職員
実施日：令和6年１２月１３日（金）
場　所：ふれあい文化センター
対象者：春竹校区民児協
参加者：２７人

0

日本にいる外国の人々が
一番分かる言葉が「日本
語（ひらがな）」である
こと。できるだけ平易な
言葉を選ぶこと。それが
外国人だけでなく、日本
人にも「やさしい」言葉
になると伝えていきた
い。

担当：五福公
民館
(中央・大
江・五福三館
合同)

中央区公民館
合同
人権教育啓発
講演会

＜地域連携市
民参加型人権
啓発推進事業
＞

映画上映と講演会
「空飛ぶ金魚と世界のひみつ」は、外国
人に関する人権問題、子どもに関する人
権問題など様々な人権課題に関する映画
である。あわせて脚本家による講演会を
実施。

講師：栗山　宗大　氏（脚本家）
開催日：令和7年2月23日(日)
開催時間：午前10時　～　正午
場　所：熊本市立大江公民館ホール
対　象：地域住民
参加者：84人

250

小さなこどもから高齢者
まで楽しみながら人権に
ついて考える機会を得る
ことができた。
違いを認め合うこと、思
いやりの気持ちを持つこ
との大切さとむずかし
さ、日常の小さな喜びを
大切にすることなどにつ
いて、みんなで思いを深
めることができたと感じ
た。

人権政策課
市政だよりへ
の記事掲載

行事やイベント、事業など熊本市の市政
情報を伝えるための広報紙に、人権に関
するコラム「くらしの中の人権」を掲載
している。基本計画にある20の分野別
人権問題などをそれぞれの強化月間（週
間）等にあわせて掲載内容を選択してい
る。
※市政だより9月号
くらしの中の人権129「外国人に関す
る人権問題」

発行部数　約332,000部
発行回数　毎月１回発行
規格　　　タブロイド判　全カラー

0

　暮らしの中にある身近
な人権問題について、わ
かりやすい言葉で、自分
ごととして捉えてもらえ
るような記事の掲載が必
要である。
　デジタルデバイドに配
慮した媒体であり、家庭
内で人権について考えて
いただく機会となるよう
継続して実施していく。
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②外国人に対する支援の充実

担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

国際課

熊本市外国人
総合相談プラ
ザ運営事業
（指定管理事
業）

外国人の方の在留手続、雇用、医療、福
祉、出産・子育て・教育等の生活全般に
ついて、情報提供や相談を行う一元的窓
口。

相談場所：熊本市国際交流会館2階
相談対応日：国際交流会館の開館日
※休館日　第2・第4月曜日
開設時間：午前10時～午後6時
対象者：在住外国人、市民、外国人を
　　　　受け入れている機関等
相談内容：在留手続、雇用、医療、福
　　　　　祉、出産・子育て、子ども
　　　　　の教育等、生活全般
対応言語：23言語
専門分野の相談
　法律相談（熊本県弁護士会）
　在留資格相談（熊本県行政書士会）
　就職相談（職業紹介事業者）
　住まいの相談（熊本市居住支援協
　議会）
　心の相談（臨床心理士）
　外国ルーツの子どもの教育相談

166,049

外国人住民等への情報提
供や相談を行う一元的窓
口として、様々な相談に
対応し、解決まで寄り
添っている。多岐にわた
る相談内容に対して、言
語のサポートや専門分野
の連携を行い、ワンス
トップで対応している。
相談内容が幅広く多種多
様にになる中、専門相談
等の体制を含め、継続的
な体制整備が必要。

国際課

多文化共生事
業（留学生交
流等拠点設置
事業）

熊本県内の留学生が安心して生活できる
よう日常生活における様々な疑問の解消
や、各種相談に対応するため、熊本大学
構内にある大学コンソーシアム熊本事務
局にワンストップ窓口を設置する。熊本
市国際交流会館にある熊本市外国人総合
相談プラザに月１回留学生向けの相談窓
口を開設し、各大学の留学生担当窓口と
も連携しながら、相談に応じる。

2,500

相談内容が高度化・複雑
化するなか、留学生が
困ったときに気軽に相談
できる窓口としての機能
を担い、留学生への支援
をきめ細かに行ってい
る。今後とも継続して周
知活動を行うとともに、
留学生のネットワークの
さらなる構築、拡大をし
ていく必要がある。

③地域を担うグローバルな人材の育成と次世代への継承

担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

地域教育推進
課

熊本市・ハイ
デルベルク市
青少年交流事
業

熊本市青少年交流団をハイデルベルク市
へ派遣し、ハイデルベルク市青少年交流
団と様々な交流活動プログラムを実施し
た。

日時：令和６年８月１日～８月１０日
参加者：18名
　　　（熊本市内の高校に在学する高
　　　　校生１４名、役職員４名）

7,195

ホームステイや交流活動
プログラムを通じて、本
市の青少年に異文化に対
する理解を深めてもらう
とともに、広い国際的視
野を身に付けた人材の育
成を図る。
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７　性的マイノリティに関する人権問題

（１）基本方針

（２）施策の体系

①性的マイノリティへの支援・社会参画の促進

担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

城南
公民館

第１回こころ
を育てるあっ
たかセミナー
（人権教育講
演会）

セクシュアルマイノリティの方々にとっ
ても住みやすい熊本にするため活動され
ている「くまにじ」の取り組みと
LGBTQ+について基礎知識や現在の問
題点、注目点について考えていく講話内
容

演　題：LGBTQ+の基礎知識と最近の
　　　　こと
講　師：吉村　千恵　氏
実施日：令和6年7月30日（火）
場　所：城南公民館（学習室１・２）
対　象：どなたでも
参加人数：45人
　　　　（内オンライン参加15人）

7

講師当事者の思いを聞く
ことで、自分のこととし
て捉えることができてい
たことが実施後のアン
ケート回答からわかる。
性に対する捉え方を統一
的に考えるのではなく、
人それぞれの性格と同じ
ように性の「多様性」と
いう認識が大切なことを
学んでいた。今後も継続
して啓発の機会を設けて
いく。

　性的指向や性自認が非典型的であることにより生きづらさを抱え、困難な状況に置かれている

市民がいます。

　このような方々に対する支援や、積極的に社会参画できる機会の確保は、当事者の社会的・経

済的自立や健康づくりに欠かせないものです。さらには、社会における多様性の尊重ともに持続

可能な社会の実現につながるものです。このことから、様々な困難を抱えた方々が安心して暮ら

せる環境の整備に取り組みます。

市民一人ひとりが活躍できる社会環境の整備

①性的マイノリティへの支援・社会参画の促進

②性的マイノリティへの理解促進
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②性的マイノリティへの理解促進

担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

男女共同参画
課

性的マイノリ
ティ理解促進

①熊本市パートナーシップ宣誓制度の運
用（宣誓数７件）

②性的マイノリティに関する出前講座
　の実施（２回、受講者計２９名）

③性の多様性に関する職員研修の開催
　講師：阪部　すみと氏
            Tsunagaryオフィス合同
　　　　会社COO
　参加者数　当日参加119名
　動画視聴1,921名）

④市民向けLGBTQ+に関する講座の
　開催
　講師：南　弘一氏
　　　　熊本市立千原台高等学校校長
　参加者数　22名

⑤ＬＧＢＴ等の性的マイノリティ当事
　者・支援団体と市関係課との意見交
　換会の開催

158

今後も引き続き、職員研
修や出前講座などを開催
し、性の多様性に関する
理解促進に取り組む。

人権教育指導
室

校長・園長人
権教育研修会

性の多様性について、その理論と学校教
育を中心とした具体的な取組についての
講演会を実施。

演　題：「性の多様性をめぐる学校教
　　　　　育の課題」
講　師：渡辺　大輔　氏
　　　　埼玉大学ダイバーシティ推進
　　　　センター准教授
実施日：令和6年６月４日（火）
場　所：国際交流会館
対象者：市立幼稚園・学校の園長・校長
参加者：145人

159

性の多様性について、改
めて考える貴重な機会と
なった。園や学校現場で
の状況を踏まえた具体的
な内容や実践例は、今後
の取組の参考となったと
同時に、一人一人の生き
方を考える機会にもなっ
た。

管理職の人権意識や人権
教育の推進を目的とし、
次年度も継続して実施す
る。

人権教育指導
室

教育委員会事
務局職員等人
権啓発研修会

性の多様性について、その理論と学校教
育を中心とした具体的な取組についての
講演会を実施。

演　題：「性の多様性をめぐる学校教
　　　　　育の課題」
講　師：渡辺　大輔　氏
実施日：令和6年６月４日（火）
場　所：国際交流会館
対象者：教育委員会事務局職員
参加者：142人

28

性の多様性について、改
めて考える貴重な機会と
なった。園や学校現場で
の状況を踏まえた具体的
な内容や実践例は、今後
の取組の参考となったと
同時に、一人一人の生き
方を考える機会にもなっ
た。

次年度も継続して実施す
る。
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担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

人権政策課
市政だよりへ
の記事掲載

行事やイベント、事業など熊本市の市政
情報を伝えるための広報紙に、人権に関
するコラム「くらしの中の人権」を掲載
している。基本計画にある20の分野別
人権問題などをそれぞれの強化月間（週
間）等にあわせて掲載内容を選択してい
る。
※市政だより４月号
くらしの中の人権124「性的マイノリ
ティに関する人権問題」

発行部数　約332,000部
発行回数　毎月１回発行
規格　　　タブロイド判　全カラー

0

暮らしの中にある身近な
人権問題について、わか
りやすい言葉で、自分ご
ととして捉えてもらえる
ような記事の掲載が必要
である。
デジタルデバイドに配慮
した媒体であり、家庭内
で人権について考えてい
ただく機会となるよう継
続して実施していく。
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８　水俣病に関する人権問題

（１）基本方針

（２）施策の体系

①市民・企業・団体・教職員への啓発の推進

担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

人権政策課
（熊本市人権
啓発市民協議
会）

水俣病に関す
る現地研修会

水俣病に関する問題について知識や理解
を深めるため、水俣病歴史考証館やその
周辺を訪れ、語り部の講話の聴講や当事
者との交流を行う事業
　
実施日：令和6年11月24日（日）
場　所：水俣病歴史考証館
　　　　百間排水口、慰霊碑　ほか
対象者：市民及び人権協会員
参加者：23人

297

　実施後のアンケートで
は、「テレビニュース等
では知り得なかった事を
学ぶことができた」や
「当事者の『水俣病を忘
れないで』という言葉が
心に残った」といった現
地研修ならではの意見が
あった。
　日曜日に実施したため
親子でも参加もあった。
今後も参加者の増加につ
なげるために創意工夫し
て実施していく。

城南
公民館

第３回こころ
を育てるあっ
たかセミナー
（人権教育講
演会）

講師の実体験から、水俣の人たちの生活
の様子や、水俣病発生後の患者の方の苦
しみ、差別のつらさなどを知ることを通
して、人権問題について考えていく講演
内容

演　題：水俣病患者家族に生まれて
講　師：杉本　肇　氏
　　　　水俣病資料館語り部
実施日：令和6年11月12日（火）
場　所：城南公民館（学習室１・２）
対　象：どなたでも
参加人数：65人
　　　　（内オンライン参加11人）

7

講師当事者や家族の思い
を通して、また水俣病を
科学的視点から事実を知
り学ぶことから水俣病問
題に対する人権意識の向
上が図られた。参加者は
当時の差別的発言や態度
に憤りを感じつつ、自分
だったらどういう言動が
できたのか真摯に考える
ことができた。今後も継
続して啓発の機会を設け
ていく。

    偏見や差別の解消のためには、正しい知識を広め、理解を深めていくことが不可欠であり、

継続して水俣病の情報や教訓、発生地域の再生状況等を広く発信していくため、講演会等の啓発

活動に取り組みます。

水俣病に対する正しい理解のための啓発推進

①市民・企業・団体・教職員への啓発の推進

②学校における水俣病学習の推進
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担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

人権政策課
市政だよりへ
の記事掲載

行事やイベント、事業など熊本市の市政
情報を伝えるための広報紙に、人権に関
するコラム「くらしの中の人権」を掲載
している。基本計画にある20の分野別
人権問題などをそれぞれの強化月間（週
間）等にあわせて掲載内容を選択してい
る。
※市政だより10月号
くらしの中の人権130「水俣病に関す
る人権問題」

発行部数　約332,000部
発行回数　毎月１回発行
規格　　　タブロイド判　全カラー

0

暮らしの中にある身近な
人権問題について、わか
りやすい言葉で、自分ご
ととして捉えてもらえる
ような記事の掲載が必要
である。
デジタルデバイドに配慮
した媒体であり、家庭内
で人権について考えてい
ただく機会となるよう継
続して実施していく。

②学校における水俣病学習の推進

担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

教育委員会事
務局
指導課

水俣に学ぶ肥
後っ子教室

公害について学ぶ小学5年生が、公害被
害から環境再生へと立ち上がる水俣を現
地訪問することにより、体験を通して学
ぶ。
令和６年度は、市内全小学校（９２校）
の５年生が水俣を訪問し、語り部講話、
環境センターや水俣病資料館の見学等、
実際に体感することで学びを深めた。
また各学校において、事前・事後学習を
含めた学習内容の充実を図った。

※本事業は熊本県教育委員会と連携し
「環境立県くまもと」づくりの担い手で
あるこどもたちの育成に向け取り組んで
いるものである。

20550

※移動の
ためのバ
ス代を県
が1/2負
担し、残
りの1/2
は個人負
担。

児童に水俣病への正しい
理解を図り、差別や偏見
を許さない心情や態度を
育むとともに、環境問題
の解決に意欲的に関わろ
うとする態度の育成に繋
がった。

今後も県と連携して現地
訪問を継続し、自己の生
き方にもつながる学習を
行っていく。

五福公民館
ハートフル講
演会

児童に向けて、自分の生い立ちから今ま
での暮らしの中で体験してきたことを語
られた。なぜ水俣病の学習をするのかを
考え、「知ること」の大切さの説明とと
もに、水俣病を正しく理解し、未来のあ
るべき姿を考えていくヒントを示され
た。

講　師：杉本　肇　氏
実施日：令和6年７月9日（土）
　　　　９時30分　～１1時30分
場　所：熊本市立春竹小学校　音楽室
対　象：春竹小学校児童と地域住民
参加者：114人

7

参加した児童は、「想像
力と思いやり」が大切で
あり、差別と区別の違い
にふれたり、自分の目や
耳で知ろうとすることが
大事だということを学ん
だ。
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担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

清水公民館
ハートフル講
演会

水俣病発生当時、漁師を生業としていた
家族の一員として体験したことや想いを
話された。「あなたの周りの環境のこと
や身の回りで起こりうる差別のことを想
像してみてください」と優しく語られ
た。

講　師：杉本　肇　氏
実施日：令和6年10月10日(木)
　　　　13時55分～14時40分
場　所：熊本市立高平台小学校体育館
対　象：高平台小児童と教職員、
　　　　地域住民
参加者：108人

7

参加者は特に「患者に対
する差別が辛かった」と
いう講師の体験話に聞き
入っていた。
参加者の人権感覚を高
め、今後の生き方や考え
方に関する指標を示して
もらう講演だった。

植木公民館
おでかけ公民
館講座、ハー
トフル講演会

講師の実体験から、水俣の人たちの生活
の様子や、水俣病発生後の患者の方の苦
しみ、差別のつらさなどを知る内容。
演　題：「みなまたから学ぶ」
講　師：杉本　肇　氏
実施日：令和6年7月10日（水）
場　所：田原小学校
対　象：小学校５年生
参加人数：34人

7

講師から当事者の思いを
聞くことで、自分のこと
として捉えることができ
ていた。

今後も継続して啓発の機
会を設けていく。

熊本市ふれあ
い文化セン
ター

教養講演会

語り部の方をお招きし、水俣の当時から
現在までについて話を聞く講演会を実
施。

演　題：「水俣から未来へ」
講　師：杉　本肇　氏
実施日：令和6年１０月１０日（木）
場　所：ふれあい文化センター
対象者：本荘小５年生と地域住民
参加者：３６人

7

「水俣病について原因等
を分かりやすく話してい
ただき、大変有意義だっ
た。実体験に基づいて
話されたので大変説得力
があった。」等、真実を
知り、自分だったら、こ
れからどうしていくか
等、自分のこととして考
えるきっかけになったと
思う。
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担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

大江公民館
ハートフル講
演会

水俣病についての伝え手を講師に招き、
水俣病の学習の意義を考え、水俣病を正
しく理解し、水俣病が起こった背景や人
権問題についての講演会を実施。

演　題：ハートフル講演会
講　師：三枝 三七子　氏
　　　　絵本作家

実施日：令和6年11月6日（水）
場　所：白山小学校
対象者：５年生と教職員・保護者
参加者：108人

演実施日：令和6年11月11日（月）
場　所：大江小学校
対象者：５年生と教職員・保護者
参加者：135人

14

絵本作家である講師の話
を聞くことで、水俣病の
原因について正しく理解
し、これからの生活にい
かしていく方法を考える
ことができた。

今後も継続して啓発の機
会を設けていく。

五福公民館
ハートフル講
演会

講話と「みなまたの木」の読み聞かせが
あった。三枝さんが、水俣病について学
ぶことになったことや水俣病について、
特に差別偏見との闘い、原田正純先生と
の出会いについて語られた。

講　師：三枝　三七子　氏
実施日：令和6年７月9日（土）
　　　　13時25分　～　14時55分
場　所：熊本市立一新小学校視聴覚室
対　象：一新小学校児童と地域住民
参加者：73人

7

自分たちの生活がいろい
ろな人の思いの上に成り
立っていること、他の人
に関心を持つことの大切
さについて学んだこと
で、参加者は自分の生活
を考えるきっかけを持つ
ことができた。

東部公民館
ハートフル講
演会

みなまたの木の読み聞かせを通して、み
なまた病についての理解を深め、相手を
思いやる心情をはぐくむ
演　題：「みなまたから、学ぶ思いや
　　　　　りの大切さ」
講　師：三枝　三七子　氏
実施日：①令和6年７月８日（月）
　　　　②令和６年７月１２日（金）
場　所：①泉ヶ丘小学校
　　　　②月出小学校
対象者：５年生と保護者
参加者：①７１人　　②７７人

14

事前学習での断片的な知
識が体験により語られる
内容によりこどもの心の
中に響いた。さらには見
学旅行を通し、よりみな
またのことを考えること
ができるようになった。

今後も継続して取り組み
たい。
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担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

秋津公民館
ハートフル講
演会

なぜ水俣病を学習するのかを考えるとと
もに、水俣病を正しく理解し、これから
の未来のあるべき姿を考える。

演題：「いまを生きる私たちが水俣病
　　　　を学ぶということ」
講師：三枝　三七子氏
実施日：令和6年7月11日（木）
場所：桜木東小学校
対象者：5年生
参加者：92名

7

水俣病の原因となった物
質の由来とチッソ工場の
不作為について知り、水
俣病について正しく知っ
てほしいという思いから
絵本を書くという行動を
起こした講師に心を打た
れ、これからの自分たち
にできることについて考
えることができた。毎年
小学５年生を対象に「水
俣に学ぶ肥後っ子教室」
が行われているが、差別
がいまだになくならない
現状がある。

秋津公民館
ハートフル講
演会

なぜ水俣病を学習するのかを考えるとと
もに、水俣病を正しく理解し、これから
の未来のあるべき姿を考える。

演題：「いまを生きる私たちが水俣病
　　　　を学ぶということ」
講師：三枝　三七子氏
実施日：令和6年11月８日（金）
場所：桜木中学校
対象者：１年生と保護者
参加者：１６９名

7

小学５年生のときに水俣
病について学んでいる生
徒たちだったが、講師の
三枝氏が中学生向けに内
容を考えて話をされたの
で、小学校で学習した内
容を振り返るとともに、
さらに詳しく学習するこ
とができた。
水俣の学習を土台に、さ
らに他の人権課題につい
ても考えることができ
た。

西部公民館
ハートフル講
演会

水俣病がいかにして発生し、そのことで
どんな人々が苦しんだのか、絵本「みな
またの木」作者の講師を迎えてお話しい
ただくもの

演　題：水俣病をめぐる人権
講　師：三枝　三七子　氏
実施日：令和６年７月１０日（水）
場　所：高橋小学校　５年生教室
対象者：高橋小５年生と保護者
参加者：２２人

7

水俣病の学習に臨む導入
として行われたが、こど
もたちがこれから理解を
深めるにあたっての視点
をいただくことができ
た。
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担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

西部公民館
ハートフル講
演会

水俣病がいかにして発生し、そのことで
どんな人々が苦しんだのか、絵本「みな
またの木」作者の講師を迎えてお話しい
ただくもの

演　題：水俣病をめぐる人権
講　師：三枝　三七子　氏
実施日：令和６年７月１１日（木）
場　所：小島小学校　５年生教室
対象者：小島小５年生と保護者
参加者：４４人

実施日：令和６年１１月８日（金）
場　所：池上小学校　音楽室
対象者：池上小５年生と保護者
参加者：５９人

7

水俣病学習のまとめのタ
イミングでの講演会で
あった。学習の終わりに
質問をするなど、こども
たちの学習の成果が表れ
た講師とのやり取りが
あった。

花園まちづく
りセンター・
公民館

ハートフル講
演会

みなまたの絵本作家で有名な三枝さんに
水俣のことを聴き、実際にお話をお聞き
することで、学習を深める。

講師：三枝　三七子　氏
実施日：令和6年11月7日（木）
場所：花園小学校
対象者：５年生児童・教職員・保護者
参加人数６３人

7

水俣の現地学習の事後学
習としての人権学習を深
めることができた。
令和７年度においても管
轄小学校へ実施の呼びか
けを積極的に行ってい
く。

南部公民館
ハートフル講
演会

水俣病についての伝え手を講師に招き、
水俣病が起こった背景や人権問題につい
ての講演会を実施。

演　題：「いまを生きる私たちが
　　　　　水俣病を学ぶということ」
講　師：三枝　三七子　氏
実施日：令和6年7月8日（月）
場　所：日吉東小学校
対象者：５年生と保護者
参加者：100人

14

三枝さんが水俣病につい
て学ぶことになったきっ
かけや、水俣病につい
て、差別偏見との闘い、
ご自身の思いを含めてス
トレートに語りかけてい
ただいた。こどもたちに
とってわかりやすく、三
枝さんの思いがすーっと
入るような語り方で、と
ても感銘を受けた児童が
多かった。
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担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

城南
公民館

おでかけ公民
館講座、ハー
トフル講演会

なぜ水俣病を学習するのかを考えるとと
もに、水俣病を正しく理解し、これから
の未来のあるべき姿を考えていく講話内
容

演題：「いまを生きる私たちが水俣病
　　　　を学ぶということ」
講師：三枝　三七子　氏
実施日：令和6年11月11日（月）
場所：隈庄小学校
対象者：5年生
参加者：129名（＋教職員6人）

7

水俣病の原因となった物
質の由来とチッソ工場の
不作為について知り、水
俣病について正しく知っ
てほしいという思いから
絵本を書くという行動を
起こした講師に心を打た
れ、これからの自分たち
にできることについて考
えることができた。毎年
小学５年生を対象に「水
俣に学ぶ肥後っ子教室」
が行われているが、差別
が今だになくならない現
状がある。

龍田公民館
おでかけ公民
館講座、ハー
トフル講演会

講師が「みなまたの木」の絵本を書くこ
とになった体験談を通して、水俣に住む
方々の生活の様子や歴史、水俣病発生後
の患者の方が受けた差別の苦しみなどを
知る内容。

演　題：「水俣病をめぐる人権問題に
　　　　　ついての学習」
講　師：三枝　三七子　氏
実施日：令和6年7月9日
場　所：龍田小学校
対　象：小学校５年生及び教職員
参加人数：113人

7

講師の水俣との出会いや
「みなまたの木」の朗読
等を聞き、児童は水俣病
についての理解を深め
た。

今後も継続して啓発の機
会を設けていく。

北部公民館
おでかけ公民
館講座、ハー
トフル講演会

「水俣病」と向き合い、差別と向き合い
克服していく中で、ふるさと水俣を誇れ
るようになられた講師の生きざまに触れ
る。
また、「ヒメタツ」を通して、再生した
水俣の海の生き物の「命」を守り育むと
いう視点での話を聞く。

演　題：「水俣の海で命と出会いを」
　　　　～再生のシンボル ヒメタツ～
講　師：森下 　誠　氏（ダイバー）
実施日：令和6年12月10日
場　所：西里小学校
対　象：小学校５年生及び教職員、
　　　　保護者、地域の方
参加人数：70人

21

講師の生き方に直接触
れ、参加者一人一人が自
分のくらしと重ねて、
しっかりと学習できた。

今後も継続して啓発の機
会を設けていく。
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９　ハンセン病回復者とその家族に関する人権問題

（１）基本方針

（２）施策の体系

①市民に対する啓発の推進

担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

人権政策課
（熊本市人権
啓発市民協議
会）

第67回ヒュー
マンライツ・
シアター

言葉では伝えきれない感情や状況を共有
し、人権問題を身近に感じ、考えてもら
う機会とするため、人権に関する映画会
（ヒューマンライツ・シアター）を実
施。
【内容】
　ハンセン病回復者が、差別を受けなが
らも尊厳を失わず生きようとする姿を描
いた物語

作　品：「あん」
実施日：令和7年2月23日（日・祝）
　　　　午前と午後の2回
場　所：Denkikan
対象者：どなたでも
参加者：219人

451

実施にあたっては、通信
制高校のボランティアの
生徒に協力していただい
た。
「何者になれなくても、
人は生まれてきた意味が
あるという台詞に人間の
尊厳について深く考えさ
せられた」など人権意識
の高揚につながるような
意見があった。
引き続き、ニーズや社会
情勢に沿った映画の選定
に努め、実施していきた
い。

人権政策課
（熊本市人権
啓発市民協議
会）

ハンセン病に
関する現地研
修会

ハンセン病に関する問題について知識や
理解を深めるため、菊池恵楓園歴史資料
館やゆかりの地を訪れ、当事者からの講
義を聴講する事業
　
実施日：令和7年1月23日（木）
場　所：菊池恵楓園歴史資料館
　　　　リデル、ライト両女子記念館
　　　　本妙寺
対象者：市民及び人権協会員
参加者：16人

202

　実施後のアンケートで
は、「当事者の声を聴く
ことができ過酷な実態を
知ることができた」「展
示は見ごたえがあった」
といった現地研修ならで
はの意見があった。
　関係機関等への働きか
けや広報を工夫するなど
して参加者の増加につな
がげていく。

ハンセン病回復者及びその家族が、良好かつ平穏な生活を営むことができるよう、人権を尊重す

る視点に立ったあらゆる場における人権教育・啓発への取組を推進します。

ハンセン病についての正しい認識とハンセン病回復者及びその家族に対する理解の深化

①市民に対する啓発の推進

②小・中学校における学習の推進

③教職員に対する研修の推進
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③教職員に対する研修の推進

担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

人権教育指導
室

ハンセン病を
めぐる人権研
修会（菊池恵
楓園現地研修
会）

ハンセン病をめぐる人権についての基本
的認識を深め、人権教育推進に向けた資
質及び実践的指導力向上を目指し、菊池
恵楓園でのフィールドワークおよび講話
による研修会を実施した。

演　題：「歴史的・医学的・社会的知
　　　　　見から、ハンセン病問題を
　　　　　考える」
講　師：太田　明　氏
　　　　菊池恵楓園入所者自治会
　　　　会長代行
実施日：令和６年８月２０日（火）
場　所：国立療養所菊池恵楓園
対　象：市立幼稚園・学校の教職員
参加者：146人

3

現地でフィールドワーク
を行い、資料館で学び、
当事者からの話を聞くと
いうことで、学びを深
め、こどもたちへ伝えて
いく意識を高める参加者
が多かった。

今後持続可能な研修の土
台を作っていく必要があ
る。
様々な知識や当事者の思
いを享受し、皆で今後の
活用を考えるこの研修の
在り方を継続していきた
い。

④その他

担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

健康福祉政策
課

ハンセン病問
題に関する職
員研修

ハンセン病についての正しい認識と理解
を深めるための取組として、職員に対す
る動画研修及びアンケートを実施した。

講　　師：西　章男 氏
　　　　　りんどう相談支援センター
　　　　　相談員
実施期間：令和7年3月5日（水）
　　　　　～令和7年4月30日（水）
対　　象：本市職員
受講者数：998人

0

実施後のアンケートでは
「改めてハンセン病につ
いて正しく理解する機会
となった」「自分事とし
て考えるきっかけとなっ
た」といった意見があ
り、研修により、ハンセ
ン病問題に対する理解が
深まるとともに受講者の
人権意識が向上した。

アンケートでは、とても
有意義だったとの意見が
寄せられているが、視聴
割合が低いため、実施時
期や周知方法を見直し、
参加者の増加に努める。
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１０　エイズ患者やＨＩＶ（エイズウイルス）感染者に関する人権問題

（１）基本方針

（２）施策の体系

①啓発活動の推進

担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

感染症予防
課

エイズ及び性
感染症対策事
業

①エイズ/HIVについての正しい認識と
理解を深めるための取組として、市内の
中学校において出前講座を実施。

講　師：感染症予防課職員
実施日：令和6年7月18日（木）
　　　　９月26日（木）
　　　　11月1（金）、27日（水）
場　所：長嶺中学校ほか３校
対　象：中学３年生および教職員
参加人数：計1,005人

感染症予防
課

エイズ及び性
感染症対策事
業

②エイズ/HIVについての正しい認識と
理解を深めるための取組として、市内の
専門学校において講演会を実施。

講　師：田畑 愛 氏
　　　（フォーシーズンズレディー
　　　　スクリニック院長）
実施日：令和6年７月24日（水）
場　所：モアヘアメイクカレッジ
対　象：学生及び教職員
参加人数：63人

講　師：平山 英雄 氏
　　　（平山泌尿器科医院、ひらやま
　　　　クリニック理事長）
実施日：令和6年12月10日（火）
場　所：市立総合ビジネス専門学校
対　象：学生及び教職員
参加人数：82人

　感染症の患者等の人権を尊重するという視点に立ち、関係行政機関や民間団体等とも連携しつ

つ、家庭、地域、学校、職場等のあらゆる場において、正しい知識の普及・啓発の取組を進めて

いきます。

エイズ/HIVに対する差
別や偏見をなくすことを
目的に教育・啓発を実施
した。
古い知識や誤った認識を
している人が少なくな
かったことから、今後も
継続して取り組んでいく
必要がある。

925

②相談・検査業務の充実

市民一人ひとりがＨＩＶ感染の予防を考え、正しい知識を持ち、感染者との共存につい
て理解する

①啓発活動の推進
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担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

感染症予防
課

エイズ及び性
感染症対策事
業

③ラジオ、市政だより、市ホームペー
ジ、市公式LINE、市公式X(Twitter)を
利用した情報発信。

感染症予防
課

エイズ及び性
感染症対策事
業

④「HIV検査普及週間」及び「世界エイ
ズデー」に合わせて、啓発パネル展を実
施。

実施日：令和6年5月27日(月)
　　　　　　　　　～6月7日(金)
　　　　11月21日(木)～12月5日(木)
場　所：ウェルパルくまもと1階
            エントランスホール

感染症予防
課

エイズ及び性
感染症対策事
業

⑤「HIV検査普及週間」及び「世界エイ
ズデー」に合わせて、熊本城天守閣カ
ラーライトアップ（赤色）を実施。

実施日：令和6年6月1日（土）
                     12月1日（日）

感染症予防
課

エイズ及び性
感染症対策事
業

⑥熊本保健科学大学学園祭にブースを出
展し、エイズ/HIVに関するキャンペー
ンを実施。

実施日：令和6年10月19日（土）
場　所：熊本保健科学大学
内　容：エイズ/HIVに関するクイズや
ゲーム、パネル展示、リーフレット等の
啓発物配布

感染症予防
課

エイズ及び性
感染症対策事
業

⑦はたちの記念式典会場にブースを設置
し、啓発ポスターの掲示、啓発リーフ
レット等の配布。

実施日：令和7年1月13日（月）
場　所：熊本城ホール　4階ホワイエ
内　容：エイズ/HIVに関するパネル展
示、リーフレット等の啓発物配布

人権政策課
市政だよりへ
の記事掲載

行事やイベント、事業など熊本市の市政
情報を伝えるための広報紙に、人権に関
するコラム「くらしの中の人権」を掲載
している。基本計画にある20の分野別
人権問題などをそれぞれの強化月間（週
間）等にあわせて掲載内容を選択してい
る。
※市政だより1月号
くらしの中の人権133「エイズ患者や
HIV（エイズウイルス）感染者に関する
人権問題」

発行部数　約332,000部
発行回数　毎月１回発行
規格　　　タブロイド判　全カラー

0

　暮らしの中にある身近
な人権問題について、わ
かりやすい言葉で、自分
ごととして捉えてもらえ
るような記事の掲載が必
要である。
　デジタルデバイドに配
慮した媒体であり、家庭
内で人権について考えて
いただく機会となるよう
継続して実施していく。

前ページ
からのつ
づき

前ページからの続き
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１１　刑を終えた出所者等に関する人権問題

（１）基本方針

（２）施策の体系

①社会を明るくする運動等を通した市民への啓発

担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

生活安全課
第75回”社会
を明るくする
運動”

すべての国民が、犯罪や非行の防止と罪
を犯した人たちの更生について理解を深
め、それぞれの立場において力を合わ
せ、犯罪や非行のない地域社会を築くた
めの全国的な活動。

「第75回”社会を明るくする運動”熊
本市推進委員会」での啓発活動
　※保護観察所や保護司会等の連携のも
と、取組を実施。
①第75回”社会を明るくする運動”熊
本市推進大会の開催
②市庁舎1階での啓発パネル展示
③熊本城天守閣ライトアップ
④市政だより、ホームページ、LINE、
ラジオによる広報
⑥ロアッソ試合会場での啓発

0

犯罪や非行防止及び更生
保護に関する市民への周
知が図られた。

今後も関係団体等と連携
し広報啓発に努め、より
多くの市民に本運動への
関心と理解を深めていた
だく。

人権政策課
市政だよりへ
の記事掲載

行事やイベント、事業など熊本市の市政
情報を伝えるための広報紙に、人権に関
するコラム「くらしの中の人権」を掲載
している。基本計画にある20の分野別
人権問題などをそれぞれの強化月間（週
間）等にあわせて掲載内容を選択してい
る。
※市政だより７月号
くらしの中の人権127「刑を終えた出
所者等に関する人権問題」

発行部数　約332,000部
発行回数　毎月１回発行
規格　　　タブロイド判　全カラー

0

暮らしの中にある身近な
人権問題について、わか
りやすい言葉で、自分ご
ととして捉えてもらえる
ような記事の掲載が必要
である。
デジタルデバイドに配慮
した媒体であり、家庭内
で人権について考えてい
ただく機会となるよう継
続して実施していく。

　刑を終えた出所者等が真に更生し、社会の一員として円滑な生活を営むことができるように、

市民の理解のための人権啓発に取り組みます。また、出所者等の家族の人権が侵害されることが

ないよう、啓発に取り組みます。

刑を終えた出所者等に対する市民への人権啓発

①社会を明るくする運動等を通した市民への啓発

②再犯防止に向けた関係機関・団体との連携
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担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

北部公民館 主催講座

刑期を終えた元受刑者の皆さんに対し、
社会復帰に向けた指導や援助を行ってい
るNPO法人オリーブの家)の活動の様子
や現状の話を聞く。

講座名：人はいつからでもやり直しが
　　　　出来る
講　師：青木　康正　氏
　　　　NPO法人オリーブの家理事長
実施日：令和7年2月26日
場　所：北部公民館
対　象：どなたでも
参加人数：38人

6

元受刑者に対し、社会復
帰に向けた指導や援助を
行っているNPO法人の
活動の様子や現状を知る
ことで、参加者一人ひと
りの人権感覚や意識を見
つめ直すことができた。
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１２　犯罪被害者等に関する人権問題

（１）基本方針

（２）施策の体系

①市民及び事業者への啓発活動

担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

人権政策課
市政だよりへ
の記事掲載

行事やイベント、事業など熊本市の市政
情報を伝えるための広報紙に、人権に関
するコラム「くらしの中の人権」を掲載
している。基本計画にある20の分野別
人権問題などをそれぞれの強化月間（週
間）等にあわせて掲載内容を選択してい
る。
※市政だより11月号
くらしの中の人権131「犯罪被害者に
関する人権問題」

発行部数　約332,000部
発行回数　毎月１回発行
規格　　　タブロイド判　全カラー

0

暮らしの中にある身近な
人権問題について、わか
りやすい言葉で、自分ご
ととして捉えてもらえる
ような記事の掲載が必要
である。
デジタルデバイドに配慮
した媒体であり、家庭内
で人権について考えてい
ただく機会となるよう継
続して実施していく。

　関係機関・団体との連携による支援体制の充実と犯罪被害者やその家族に関する啓発に取り組

み、犯罪被害者等の人権が尊重される社会をつくります。

犯罪被害者等に関する人権啓発

①市民及び事業者への啓発活動

②犯罪被害者等支援に向けた関係機関・団体との連携
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②犯罪被害者等支援に向けた関係機関・団体との連携

担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

生活安全課
犯罪被害者等
に対する相談
支援

①電話相談、窓口相談
②公益社団法人くまもと犯罪被害者支援
センターへの運営費補助

①相談件数（市受付）：26件
②公益社団法人くまもと犯罪被害者支援
センター相談件数：1,712件

971

本市への相談については
適切な関係機関につなぐ
支援を行ったほか、くま
もと被害者支援センター
においては、付添い支援
など犯罪被害者等に対す
る総合的支援を実施し
た。

今後も相談窓口の周知
と、関係機関との連携強
化を図る。

生活安全課
犯罪被害者等
に対する見舞
金等給付

犯罪被害等に対し、遺族見舞金（40万
円）・重傷病等見舞金（20万円）・転
居費用助成金（上限20万円）の支給を
実施。

支給実績（R6）
遺族見舞金：0件
重傷病等見舞金：4件
転居費用助成金：1件

1,000

事件後の経済的負担（失
職や裁判等による）の軽
減を図った。

引き続き、制度の周知を
行っていく。
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１３　インターネットに関する人権問題

（１）基本方針

（２）施策の体系

②学校教育における取組／③市民を対象とした啓発活動への取組

担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

熊本市ふれあ
い文化セン
ター

教養講演会

かけはしウィークと題して、小中学校と
ふれあい文化センターが共催で実施した
事業の一つ。

演　題：「ネット社会をかしこく生き
　　　　　るために」
講　師：戸田俊文氏（真和中/高講師）
実施日：令和6年１１月１９日（木）
場　所：ふれあい文化センター
対象者：本荘小３、４年生と地域住民
参加者：２４人

14

こどもたちは熱心に耳を
傾けていた。繰り返し話
を聞くことが大切である
と思うので、引き続き学
校と連携していきたい。

飽田公民館
ハートフル講
演会

　豊かな人権感覚をもってネット社会に
参画することを学び、見えない相手に対
する心づかいや情報拡散等を注意する考
え方が持てるようにする。

演　題：「ネット社会における豊かな
　　　　　人権感覚」
講　師：戸田　俊文氏
実施日：令和6年７月９日(火)
　　　　13時30分～15時30分
場　所：飽田東小学校　体育館
対　象：飽田東小５・６年児童と
　　　　教職員、地域住民
参加者：190人

7

小学校高学年での携帯電
話の保有率が高まる中、
改めてその便利さの裏
に、相手の人権を簡単に
傷つけてしまう実態を理
解し、自他を大切にする
コミュニケーションとは
何かを考える場となった
講演だった。

セキュリティの強靭化と市民及び学校教育における啓発活動に取り組みます。

①情報セキュリティポリシーの見直しや職員研修の強化及びセキュリティ対策ソフト
　の導入等

②学校教育における取組

③市民を対象とした啓発活動への取組

④差別事象への対応

個人情報の管理とインターネット利用上の情報モラルに関する学習機会の提供
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担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

西部公民館
お出かけ公民
館講座

スマートフォンによってこどもたちが直
面している事件等を知ることで、家庭に
おけるスマートフォンの使わせ方につい
て考えるもの。

演　題：スマートフォンをめぐる
　　　　こどもたちの現状
講　師：戸田　俊文氏
実施日：令和６年７月４日（木）
場　所：小島小学校　各教室
参加者：小島小学校　保護者　８２人

14

学級懇談会の前に全教室
を電子黒板でつないで講
演会を行ったもの。こど
もたちのおかれている現
状を知り、対策のために
は保護者の協力が必要。

龍田公民館
おでかけ公民
館講座

普段何気なく使っている携帯・スマホや
ゲームなどの裏側に潜む危険について知
り、形態やスマホとの付き合い方を考
え、正しく使うことを学ぶ内容。

演　題：家族で取り組もう！メディア
            コントロール
講　師：松川　由美　氏
　　　　モバイル・ネットワーク研
　　　　究所　代表
実施日：令和7年7月5日
場　所：武蔵小学校
対　象：５年生と保護者
参加人数：126人

14

ＳＮＳに関する詳しい
データを見聞きすること
で、健全に活用すること
の大切さに気付くことが
できていた。

今後も継続して啓発の機
会を設けていく。

植木公民館
おでかけ公民
館講座

普段何気なく使っている携帯・スマホや
ゲームなどの裏側に潜む恐ろしことを知
り、付き合い方を考え正しく使うことを
学ぶ内容。

演　題：メディアと上手に付き合おう
講　師：牧住　歩実　氏
実施日：令和7年1月23日（木）
場　所：桜井小学校
対　象：５年生、６年生児童と保護者
参加人数：54人

10

医療従事の講師から詳し
いデータを見聞きするこ
とで、自分のこととして
捉えることができてい
た。

今後も継続して啓発の機
会を設けていく。

人権政策課
市政だよりへ
の記事掲載

行事やイベント、事業など熊本市の市政
情報を伝えるための広報紙に、人権に関
するコラム「くらしの中の人権」を掲載
している。基本計画にある20の分野別
人権問題などをそれぞれの強化月間（週
間）等にあわせて掲載内容を選択してい
る。
※市政だより８月号
くらしの中の人権12８「インターネッ
トに関する人権問題」

発行部数　約332,000部
発行回数　毎月１回発行
規格　　　タブロイド判　全カラー

0

暮らしの中にある身近な
人権問題について、わか
りやすい言葉で、自分ご
ととして捉えてもらえる
ような記事の掲載が必要
である。
デジタルデバイドに配慮
した媒体であり、家庭内
で人権について考えてい
ただく機会となるよう継
続して実施していく。
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１４ 災害に関する人権問題

（１）基本方針

（２）施策の体系

①災害の記録、記憶及び教訓の継承

担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

富合民館、城
南公民館、南
部公民館、飽
田公民館、天
明公民館、熊
本市人権啓発
市民協議会

南区公設公民
館合同人権啓
発講演会

震災時にどんな課題が起き、人権を守る
にはどうしたらよいのかを、カードゲー
ム「クロスロード」を使い、誰でも安心
して避難生活を乗り切るノウハウを語り
合う学ぶ講話内容

演　題：みんなに優しいぼうさい
講　師：柳原　志保　氏
　　　　歌う防災士
実施日：令和7年3月16日（日）
場　所：富合公民館
対　象：どなたでも
参加人数：13人

30

熊本地震を経験した故に
身近に考えることができ
た。またゲームを通して
人それぞれ多様な考え方
があることを学び、寛容
な態度と受容的な姿勢を
持ってお互いに接してい
く重要性を感じていた。
今後も継続して市民の人
権意識の高揚を図ってい
く必要がある。

　災害時に被災者の年齢や国籍、性別及び障害の特性に関する多様性を理解し、全ての被災者が

その尊厳を傷つけられることなく必要な支援を受けられるよう、適切な配慮を行うとともに、熊

本地震の経験を将来へ継承する取組を実施します。

また、定期的な訓練等をとおして、要配慮者への対応を確認するなど人権感覚の醸成を図りま

す。

災害における経験の継承と、定期的な訓練等による要配慮者への対応の確認

①災害の記録、記憶及び教訓の継承

②災害時の要配慮者への配慮の優先

③福祉避難所の体制整備

④要配慮者等に配慮した避難所づくり
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１５　アイヌの人々に関する人権問題

（１）基本方針

（２）施策の体系

①アイヌの伝統文化の理解

担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

人権政策課

人権啓発ブッ
ク「みんな幸
せになりた
い」の作成、
配布

第2次熊本市人権教育・啓発基本計画に
掲げる20の分野別人権問題について、
理解を深めるために啓発冊子を作成し、
配布する。
※20の分野別人権問題のうち、「アイ
ヌの人々に関する人権問題」についても
掲載をしている。公益財団法人アイヌ民
族文化財団の協力により写真提供いただ
き、掲載をしている。

発行月：R7.3
発行部数：647部
配布先：小・中学校、企業等

-
(再掲)

差別や偏見についての気
づきや話し合いの材料と
して、各所での人権研修
等に活用されている。

学校や職場等で広く活用
してもらうために、掲載
内容の充実や研修会等で
の活用の周知を図る。

 ②講演会時のパンフレット配布等の啓発活動

担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

人権政策課

ヒューマンラ
イツシアター
等でのパンフ
レットの配布

以下のヒューマンライツ・シアターの開
催にあわせ、「アイヌの人々と人権」の
パンフレットを配布

①実施日：令和６年8月19日（月）
　場所：くまもと森都心プラザホール
②実施日：令和7年2月23日（祝）
   場所：Denkikan

0

パンフレットは、繰り返
し読まれる機会が生ま
れ、また、持ち帰ること
で家庭内での周知にもつ
ながる。
今後も、アイヌの人々の
伝統・文化を正しく理解
するため、周知の機会を
図っていく。

　文化や民族性に優劣はなく、人々の心の中の偏見が差別を生み出し、異なる民族、文化などを

抑圧、排除しようとします。アイヌの人々の尊厳を認め、その伝統・文化を正しく理解して尊重

するよう人権映画会や講演会等の機会においてパンフレットを配布するなど、啓発活動に取り組

みます。

アイヌの人々の尊厳を認め、その伝統・文化を正しく理解して尊重する

①アイヌの伝統文化の理解

②講演会時のパンフレット配布等の啓発活動
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１６　難病患者に関する人権問題

（１）基本方針

（２）施策の体系

⑤その他

担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

人権政策課
（熊本市人権
啓発市民協議
会）

第66回ヒュー
マンライツ・
シアター

言葉では伝えきれない感情や状況を共有
し、人権問題を身近に感じ、考えてもら
う機会とするため、人権に関する映画会
（ヒューマンライツ・シアター）を実
施。
【内容】
介助なしには生きられない重度の筋ジス
トロフィー患者と支えるボランティアの
実話に基づいた物語

作品：「こんな夜更けにバナナかよ」
実施日：令和６年8月19日（月）
場　所：くまもと森都心プラザホール
対象者：どなたでも
参加者：369人

572

実施にあたっては、通信
制高校のボランティアの
生徒に協力していただい
た。
アンケートでは、「障が
いや難病についての理解
が深まった」など人権意
識の高揚につながるよう
な意見が多く見られた。
引き続き、ニーズや社会
情勢に沿った映画の選定
に努め、実施していきた
い。

南部公民館
ハートフル講
演会

Ⅰ型糖尿病の児童がいる学年に、大村詠
一氏を講師に招き、病気の理解を促し
た。

演　題：「Ⅰ型糖尿病とともに夢に
             向かって」
講　師：大村　詠一氏
実施日：令和6年12月12日（木）
場　所：日吉小学校
対象者：3年生と保護者
参加者：100人

14

病気の説明を丁寧にする
ことで、こどもたちの病
気に対する理解が深ま
り、接し方などにも影響
があったようだった。会
場は涙する方も多く、理
解が進んだ。

病気に対する無理解や偏見を払拭する啓発活動と相談・支援態勢の充実及び関係機関における情

報共有

難病患者・家族への相談・支援の充実

①指定難病医療費助成の実施

②熊本県難病相談・支援センターの運営

③難病対策地域協議会による情報共有と関係者への啓発の推進

④医療相談・訪問相談事業等の実施
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１７　北朝鮮当局による拉致被害者等に関する人権問題

（１）基本方針

（２）施策の体系

①啓発ポスターの掲示や関連イベント等の周知及び啓発冊子等の配布

担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

人権政策課
市ホームペー
ジでの特設記
事の掲載等

市ホームページにおいて、特設記事を作
成し啓発を行っている。
また、啓発用DVDの貸出や啓発冊子
「みんな幸せになりたい」への記事掲
載、ポスターの掲示等を行っている。

0

いまだに解決していない
問題について、風化させ
ることのないよう引き続
き取り組んでいく。

人権政策課
市政だよりへ
の記事掲載

行事やイベント、事業など熊本市の市政
情報を伝えるための広報紙に、人権に関
するコラム「くらしの中の人権」を掲載
している。基本計画にある20の分野別
人権問題などをそれぞれの強化月間（週
間）等にあわせて掲載内容を選択してい
る。
※市政だより12月号
くらしの中の人権132「北朝鮮当局に
よる拉致被害者等に関する人権問題」

発行部数　約332,000部
発行回数　毎月１回発行
規格　　　タブロイド判　全カラー

0

暮らしの中にある身近な
人権問題について、わか
りやすい言葉で、自分ご
ととして捉えてもらえる
ような記事の掲載が必要
である。
デジタルデバイドに配慮
した媒体であり、家庭内
で人権について考えてい
ただく機会となるよう継
続して実施していく。

継続した拉致被害者問題の啓発活動に取り組んでいきます。

「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」中心とした市民への啓発の推進

①啓発ポスターの掲示や関連イベント等の周知及び啓発冊子等の配布

②学校教育における取組
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１８  ホームレスの人々に関する人権問題

（１）基本方針

（２）施策の体系

②偏見・差別意識の解消

担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

人権政策課

ヒューマンラ
イツシアター
等でのパンフ
レットの配布

以下のヒューマンライツ・シアターの開
催にあわせ、「ホームレスの人々と人
権」のパンフレットを配布

①実施日：令和６年8月19日（月）
　場所：くまもと森都心プラザホール
②実施日：令和7年2月23日（祝）
   場所：　Denkikan

0

パンフレットは、繰り返
し読まれる機会が生ま
れ、また、持ち帰ること
で家庭内での周知にもつ
ながる。
今後も、ホームレスの問
題を社会全体の問題とし
て捉え、偏見や差別意識
の解消につながるよう、
周知の機会を図ってい
く。

人権政策課

人権啓発ブッ
ク「みんな幸
せになりた
い」の作成、
配布

第2次熊本市人権教育・啓発基本計画に
掲げる20の分野別人権問題について、
理解を深めるために啓発冊子を作成し、
配布する。
※20の分野別人権問題のうち、「ホー
ムレスの人々に関する人権問題」につい
ても掲載をしている。支援につながるよ
う相談窓口についても掲載をしている。

発行月：R7.3
発行部数：647部
配布先：小・中学校、企業等

-
(再掲)

差別や偏見についての気
づきや話し合いの材料と
して、各所での人権研修
等に活用されている。

学校や職場等で広く活用
してもらうために、掲載
内容の充実や研修会等で
の活用の周知を図る。

ホームレスの人々の現状理解と偏見・差別意識の解消を目指し、啓発に取り組みます。

②偏見・差別意識の解消

ホームレスの人々への自立支援と偏見・差別意識の解消

①自立支援への取組
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１９　自死遺族に関する人権問題

（１）基本方針

（２）施策の体系

①自死遺族等への相談支援

担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

こころの健康
センター

電話・来所・
訪問相談（精
神保健福祉相
談）

電話相談（平日9：00～16：00）
　新規12件　継続7件
来所相談（予約制）
　新規4件　継続0件
訪問相談（必要時）
　新規0件　継続0件

40

電話相談は匿名であり、
周囲に自殺のことを知ら
れたくない方にとって利
用しやすい。また、自死
遺族グループミーティン
グなど集団で話すことに
不安がある場合、来所相
談による個別対応が可能
である。
今後も事業を継続する。

②自死遺族グループミーティングの開催

担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

こころの健康
センター

自死遺族グ
ループミー
ティング

実施日：奇数月第４木曜日
            14：00～16：00
場所：熊本県精神保健福祉センター
対象者：大切な方を自殺で亡くした方
実績：６回開催（延べ32名参加）

0

ご遺族同士が思いを分か
ち合う時間を持つことが
でき、継続参加する方も
増えた。
今後も事業を継続する。

　熊本市自殺総合対策計画で定められた自死遺族に関する施策について、相談支援を継続し、進

捗状況の評価等を行います。

自死遺族等への相談支援と理解促進

①自死遺族等への相談支援

②自死遺族グループミーティングの開催

③自死遺族への理解促進
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担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

こころの健康
センター

自死遺族交流
会

自らが自死遺族でありながら自死遺族支
援をしている講師を招き、自死遺族との
交流会を開催。

講　師：山口　和浩　氏
実施日：令和6年10月19日（土）
場　所：ウェルパル３階すこやかホール
対象者：大切な方を自殺で亡くした方
参加者：８名

     0
（※令和
６年度は
県が負
担）

年に一度、講師を招いて
土曜日に交流会を開催す
ることで、定例のグルー
プミーティングよりも多
くの方が参加している。
今後も事業を継続する。

③自死遺族への理解促進

担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

こころの健康
センター

自死遺族支援
者研修会

自らが自死遺族でありながら自死遺族支
援をしている講師を招き、自死遺族支援
についての研修会を開催。

演　題：自死遺族の理解と支援
講　師：山口　和浩　氏
実施日：令和6年10月18日（金）
場　所：中央公民館
対象者：自死遺族に関わる支援者
参加者：11名

     0
（※令和
６年度は
県が負
担）

自死遺族から直接話を聞
く貴重な機会であり「大
変参考になった」という
声が多かった。
参加者が少ない状況が続
いているため、周知に力
を入れて事業を継続す
る。

人権政策課
市政だよりへ
の記事掲載

行事やイベント、事業など熊本市の市政
情報を伝えるための広報紙に、人権に関
するコラム「くらしの中の人権」を掲載
している。基本計画にある20の分野別
人権問題などをそれぞれの強化月間（週
間）等にあわせて掲載内容を選択してい
る。
※市政だより3月号
くらしの中の人権135「自死遺族に関
する人権問題」

発行部数　約332,000部
発行回数　毎月１回発行
規格　　　タブロイド判　全カラー

0

　暮らしの中にある身近
な人権問題について、わ
かりやすい言葉で、自分
ごととして捉えてもらえ
るような記事の掲載が必
要である。
　デジタルデバイドに配
慮した媒体であり、家庭
内で人権について考えて
いただく機会となるよう
継続して実施していく。
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２０　様々な人権問題　

（１）基本方針

（２）施策の体系

①教育・啓発の推進と問題への対処

●ハラスメントに関するもの

担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

人権政策課
（熊本市人権
啓発市民協議
会）

熊本市人権啓
発市民協議会
トップセミ
ナー

熊本市人権啓発市民協議会（事務局：人
権政策課）に加入する企業、団体のトッ
プや人権啓発担当者を対象とした講演会
の実施。

演　題：セクシャルハラスメント再考
　～働く場の安心安全を創るために～
講　師：波口　恵美子　氏
　　　（公社）くまもと被害者支援
　　　　センター犯罪被害者相談員
実施日：令和６年５月23日（木）
場　所：ザ・ニューホテル熊本
対象者：熊本市人権啓発市民協議会
　　　　会員
参加者：80人

30

セクシュアルハラスメン
トへの対応は、企業や団
体において、安全で尊重
し合える職場環境を築く
ために重要な取組であ
る。トップセミナーによ
り得た知見が企業や団体
ないでフィードバックさ
れていくことが重要であ
る。

男女共同参画
課

男女共同参画
出前講座

１０名以上の、男女共同参画に関する勉
強会や研修会に、講師を派遣

・ハラスメントのない職場づくりに関す
る講座（4回、受講者計171名）

198

HPや企業等への案内を
行いながら、出前講座の
周知を図り、ハラスメン
ト防止に対する理解促進
に取り組む。

　ハラスメント問題やまだ理解が進んでいない問題、複数の問題が絡みあった様々な人権問題等

について、正しい情報に基づいた人権に配慮した行動をとるよう促し、啓発していきます。

様々な人権問題に対し、正しく理解し、差別や偏見の解消に努める

①教育・啓発の推進と問題への対処
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担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

消防局総務課

ハラスメント
に関する管理
監督職を対象
とした研修会

職員のハラスメントに関する意識や知識
向上（再認識）を目的として、管理監督
職としての指導方法・心構えなどについ
て。

演　題：「職員研修会」
講　師：兵庫県こころのケアセンター
　　　　上席研究主幹　大澤　智子　氏
実施日：（１）令和７年１月２３日
　　　　（２）令和７年１月２４日
場　所：消防局２階　多目的室
対象者：管理監督職
参加者：１４０人

110

ハラスメントに対する最
新の認識を図ることがで
き、効果的な研修であっ
たので、継続していかな
ければならない。

●人権全般についての研修等に関するもの

担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

人権政策課

人権政策推進
本部（所属内
での職員人権
研修）

人権尊重を基調とした施策を総合的かつ
効果的に推進するため、市長を本部長と
した熊本市人権施策推進本部を設置して
いる。また、各課（室）に人権推進員を
１名以上置き、各所属において人権に関
する目標を設定し人権研修等に取り組ん
でいる。

①各局（区）や各課で取組目標を設定
②各課毎に人権に配慮した取組の実施
③各課毎に人権問題について話し合いや
研修を実施
④年度末に自己評価や課題整理のための
報告書を人権政策課に提出

各所属の自己評価の平均点
R5：8.2点 ⇒ R6：8.2点（10点満
点）

0

人権に関する研修会参加
後の職場内での複講や朝
礼での情報共有、課又は
班単位での意見交換等、
様々な機会を通して、各
所属が独自に研修に取り
組むことができた。
自己評価の点数付けがわ
かるづらいとの意見が
あったことから、令和7
年度からは評価基準を見
直し継続して実施してい
く。

人材育成セン
ター

階層別研修に
おける内部講
師による講義

公務員として、また監督職として必要な
人権意識の向上を図る人権に関する講義
を実施

講師：人権政策課職員

・新規採用職員　4月採用：258人
                        6月採用：8人
   　　　　　　 10月採用：２人
　　　　　　　   1月採用：19人
・主査級昇任者　121名

0

市職員としてまた階層別
での適切な人権意識を学
び、人権に配慮した業務
遂行ができるようにな
る。

受講後アンケートに、動
画視聴による理解度を測
る設問を入れ、回答結果
を検証し、動画作成担当
課にフィードバックす
る。
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担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

人権政策課
（熊本市人権
啓発市民協議
会）

人権学習に係
るDVD等の貸
し出し

学校や職場などでの人権に関する研修等
を支援するため、様々な人権問題につい
て、約４００本のDVDや視聴用機材等
の貸し出しを実施。

対象：教育機関、企業、団体等
期間：１回７泊８日まで
実績：142団体　延べ5,463人

465

講師派遣等によらず、安
価で学習の機会を持つこ
とができる。保育園等へ
の貸出が多く、視覚に訴
える教材は有効な手段と
考える。
今後も時勢に応じた題材
のDVDを入手するとと
もに、貸出件数が増加す
るようPRに努める。

熊本市ふれあ
い文化セン
ター

人権研修

人権教育指導室とふれあい文化センター
職員による人権研修。
演　題：「ふれあい文化センター設立
　　　　　意義と人権全般について」
講　師：人権教育指導室・ふれあい文化
センター　社会教育主事
実施日：令和6年７月１７日（水）
場　所：ふれあい文化センター
対象者：社会教育主事
参加者：２３人

0

事前に二人で内容につい
て詳しく検討し、話をす
ることができた。年に一
度の貴重な研修なので、
更に充実した研修ができ
るよう、自身が学びを深
めていきたい。

人権教育指導
室

校内・園内研
修

教職員の人権教育の基本的認識の確立と
豊かな人権感覚を高めるために、各園・
学校のニーズに合わせた講師を招聘した
研修会に助成を行っている。
　性的マイノリティ、外国にルーツを持
つこども、ハンセン病問題などについて
のニーズがあった。

実施数：２７校
場　所：各幼稚園・学校
対象者：当該園・校の職員

220

校内・園内での研修で、
学校の教職員やこどもの
実態、ニーズに応じた講
師を招き、学びを深めら
れるので、好評である。
園学校により、取組に差
がある。

持続可能な校内研修にす
るために、新たな講師の
発掘をしながら進めてい
く。

人材育成セン
ター

教材貸出
貸出件数　３件（２７人）

0

教材を使って職場研修。
市役所職員として必要な
人権意識の向上と情報の
共有化が出来た（返却時
の感想）。

DVD教材等貸出につい
て周知し、人権研修や各
職場の職場研修が活発と
なるよう、情報提供等継
続的に行っていく。
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●啓発作品募集等に関するもの（人権全般）

担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

人権政策課
（熊本市人権
啓発市民協議
会）

人権教育指導
室

人権啓発作品
募集

人権に関する作品を募集し、その優秀作
品を広く紹介し、人権意識の高揚を図る
事業。

募集期間　：令和6年7月1日～9月12
日
表彰式　　：令和6年12月8日
表彰式会場：ウェルパルくまもと
展示期間　：令和6年12月4日～10日
展示会場　：熊本市役所１階ロビー
　　※各公民館でも一部の展示を実施
応募作品数：
　　　　幼小中学校の部　2,367点
　　　　一般の部　　　　1,367点
作品活用
・作品集の作成、配布
・入賞作品を掲載したカレンダーの
　作成、配布（学校配布4650部）
・市政だよりへの掲載

2,563

人権政策
課＋人権
教育指導
室

　作品を制作するプロセ
スそのものが人権につい
ての理解や認識を深める
機会となっており、人権
教育・啓発の有効な手段
である。
　また、入賞作品を掲載
したカレンダ―は、小中
学校の各教室への掲示さ
れており、応募者の励み
になっている。
　高校生以上の一般の部
についても高校にアプ
ローチするなど若者の応
募者増に努めている。

公民館
人権コラムの
展示

社会教育主事会人権教育研究グループが
毎月作成している人権コラムの展示を行
い、来館者の豊かな人権感覚高揚や人を
思いやる心等について考える場と機会に
する。

開催期間：令和６年4月～令和7年3月
場所：各公民館

0

社会教育主事会人権教育
研究グループの取組を、
多くの市民の方に見てい
ただけた。

今後も継続して啓発の機
会を設けていく。
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●広報紙等による啓発に関するもの（人権全般）

担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

人権政策課

人権啓発ブッ
ク「みんな幸
せになりた
い」の作成、
配布

第2次熊本市人権教育・啓発基本計画に
掲げる20の分野別人権問題について、
理解を深めるために啓発冊子を作成し、
配布する。

発行月：R7.3
発行部数：647部
配布先：小・中学校、企業等

241

差別や偏見についての気
づきや話し合いの材料と
して、各所での人権研修
等に活用されている。

学校や職場等で広く活用
してもらうために、掲載
内容の充実や研修会等で
の活用の周知を図る。

熊本市ふれあ
い文化セン
ター

ふれあい文化
センター広報
誌「かけは
し」の発行

【内    容】
　人権啓発研修会、くらしの講座(教養
講演会)、主催講座等のセンター行事や
人権一口講座及び市の人権啓発に関する
行事等の案内。そのほか図書室の「新刊
図書」紹介等

【配付及び回覧先】
　近隣自治会、市立保・幼・小・中・高
校、公立公民館

【発行部数】
　毎月　２，１４５部発行

－

ふれあい文化センター職
員が書く「人権一口講
座」、公民館社教主事人
権グループで作成する
「人権コラム」を定期的
に掲載した。引き続き掲
載を続けていきたい。

植木ふれあい
文化センター

ふれあい通信
の発行

人権に関する啓発記事及びセンター事業
等を掲載し、近隣住民への人権意識の高
揚とセンター事業への参加を促すことを
目的に発行。

発行日：　R6.7、R6,11、R7.2
作成部数　各2，500部
配布先：   近隣自治会の住民及び学校

25

各世帯へ配布することに
より、人権についての意
識づけを定期的に行える
ことや講座案内等のセン
ターの事業について広く
周知することができ、セ
ンターの人権に係る掲示
物も見ていただける効果
もある。今後も周知のた
め発行を行う。

人権政策課
市政だよりへ
の記事掲載

行事やイベント、事業など熊本市の市政
情報を伝えるための広報紙に、人権に関
するコラム「くらしの中の人権」を掲載
している。基本計画にある20の分野別
人権問題などをそれぞれの強化月間（週
間）等にあわせて掲載内容を選択してい
る。
※市政だより1月号
くらしの中の人権134「公正な採用選
考をめざして」

発行部数　約332,000部
発行回数　毎月１回発行
規格　　　タブロイド判　全カラー

0

　暮らしの中にある身近
な人権問題について、わ
かりやすい言葉で、自分
ごととして捉えてもらえ
るような記事の掲載が必
要である。
　デジタルデバイドに配
慮した媒体であり、家庭
内で人権について考えて
いただく機会となるよう
継続して実施していく。
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●人権全般に関するイベント、講演会等

担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

人権政策課
（熊本市人権
啓発市民協議
会）

ロアッソ熊本
と連携した人
権啓発事業

〈法務省人権
啓発活動地方
委託事業〉

Ｊリーグチーム　ロアッソ熊本と連携し
た人権尊重意識の普及・高揚を図ること
を目的とした啓発事業。「ラブミンマッ
チ」と称したタイトル試合においてイベ
ントを実施。

①ホームゲームでの啓発
　実施日　：令和6年11月４日（月・
祝)
　会場　   ：えがお健康スタジアム
   対戦相手：ベガルタ仙台
　観客数　：6871人
・試合前とハーフタイムでの啓発イベン
ト
・人権教室及びふれあいサッカー教室
・市長メッセージの放映
・啓発ブースでの冊子やグッズの配布

②ロアッソ熊本選手出演による啓発映像
コンテンツの放映
・街中ビジョン（WAOビジョン）
　　１ヶ月360本
・区役所区民課及び総合出張所の窓口案
内モニターでの放映（9月、12月）

1,950

マスコットキャラクター
による啓発イベントを通
じて、来場された方が人
権を身近に感じる（意識
する）機会となった。啓
発ブースでは、啓発冊子
や人権110番を掲載した
グッズの配布等により、
人権相談の窓口等を市民
に周知することができ
た。また、啓発グッズは
障害者優先調達推進法に
沿ったものを作成した。
人権教室においては、
フェアプレーの精神、
チームメイトへの思いや
りなど人権意識の醸成を
図ることができた。
観客数の多い中でのイベ
ントであり、多くの方に
取組を伝える機会となっ
た。
ロアッソ熊本事務局との
契約内容の制約もあり、
実施可能な範囲で啓発効
果の高い手法を検討して
いく。

熊本市ふれあ
い文化セン
ター

出前講座

ふれあい文化センター職員による体験型
人権学習。

演　題：「マイクロアグレッションにつ
いて」
講　師：ふれあい文化センター職員
実施日：令和6年９月２７日（金）
場　所：大和コミュニティセンター
対象者：大和地区社協と高齢者
参加者：３２人

0

「私の子どもは障がい者
のため、『かわいそう』
と言われた時に、どう
やって返せばよいか分か
らなかったが、しっかり
言葉で返すことが大事
（お互いのコミュニケー
ション→理解）と分かり
ました。」との感想が
あった。進行の仕方をも
う少し工夫したい。
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担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

西部公民館
西部公民館人
権講演会

軽妙な落語の語り口から、人権や社会的
包摂を考える機会とし、人権意識の醸成
を図るもの

演　題：落語に学ぶ認め合うやさしさ
講　師：粗忽家勘心　氏
実施日：令和６年１１月１６日（土）
場　所：西部公民館　大ホール
対象者：どなたでも
参加者：４７人

14

地域の方にご参加いただ
けたが、落語によって楽
しい時間となっただけで
はなく、ちょっと我が身
を振り返って「やさし
さ」について考える時間
となった。

龍田公民館
龍田公民館主
催教養講演会

講師は、日常的な出来事の中から、人と
人とがつながり協力し合い、より良い暮
らし営む中には、互いの背景を思いやり
理解しようとする気持ちがあることに改
めて気付くことができる内容を落語を通
して伝えた。
演　題：「笑いは心の栄養
　　　～笑顔でつながる家族の絆～」
講　師：粗忽家勘心　氏
実施日：令和7年2月1日
場　所：龍田公民館ホール
対　象：どなたでも
参加人数：30人

14

楽しい話の中にも、たく
さんの気づきや学び、そ
して相手を理解し、思い
やり気持ちをもって暮ら
すことの大切さを聞くこ
とで、自分のこととして
捉えることができてい
た。

今後も継続して啓発の機
会を設けていく。

北部公民館 主催講座

いれずみを入れる意味や理由、時代によ
るいれずみの価値観の変化等、いれずみ
に対する日本人のまなざしについて学ぶ
内容。

講座名：「いれずみ」に対する日本人の
まなざしについて
講　師：小野　友道　氏
　　　　皮膚科学・皮膚腫瘍学
　　　　元熊本保健科学大学学長
実施日：令和6年5月21日
場　所：北部公民館
対　象：どなたでも
参加人数：25人

6

参加者が「いれずみ」の
ことを知り、社会や人々
の心の中にある「いれず
み」に対するイメージ等
について考えることで、
自身の人権感覚や意識を
見つめ直すことができ
た。
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担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

植木公民館北
部公民館清水
公民館龍田公
民館熊本市人
権啓発市民協
議会

北区公設公民
館合同人権啓
発講演会

中村哲医師によるアフガニスタンでの活
動の中で、私たちに命がけで教えてくれ
たこと「平和そして人の道」について参
加者一人ひとりが自分の生活や人生と重
ねながら考える機会となる講話内容。

演　題：「中村哲医師が命がけで私たち
に教えてくれたことー 平和そして人の
道 ―」
講　師：高世　仁　氏
　　　　ジャーナリスト
実施日：令和6年6月16日
場　所：植木公民館
対　象：どなたでも
参加人数：188人

200

素晴らしい内容であった
との回答が大多数であっ
た。時代の流れや必要性
等を考慮しつつ、今後も
市民の人権意識の高揚を
継続して図っていくこと
が大切だと感じた。

北部公民館 主催講座

化学物質過敏症についての困りや課題を
当事者から聞き、どんな風に接すればよ
いのか等を学ぶ。

講座名：化学物質過敏症と、これか
　　　　らの地域社会
　　　　～誰もが安心して”呼吸”
　　　　のできる社会を目指して～
講　師：今村　良　氏
　　　　化学物質過敏症患者会くまも
　　　　とCSの会共同代表
実施日：令和6年8月28日
場　所：北部公民館
対　象：どなたでも
参加人数：19人

6

社会や人々にあまり知ら
れていない「化学物質過
敏症」に対しての理解が
深まり、参加者一人ひと
りの人権感覚や意識を見
つめ直すことができた。

龍田公民館
おでかけ公民
館講座、ハー
トフル講演会

講師は、自分自身の生い立ちを振り返
り、差別とは何か、人としてどう生きる
ことが大切なのか、実体験をもとに講話
をおこなった。
演題：私はあなたのために何ができる
　　　でしょうか
講　師：新本　高志　氏（洋菓子屋）
実施日：令和6年11月20日
場　所：武蔵中学校
対　象：全校生徒及び教職員
参加人数：367人

7

講師の実体験を真剣に聞
き、自分や周りの人を大
切にすること自分のこと
として捉えることができ
ていた。

今後も継続して啓発の機
会を設けていく。
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●戦争と平和に関する啓発

担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

東部公民館
ハートフル講
演会講演会

戦争（被爆）体験談を通して戦争と平和
及び人権についての理解を深める

演　題：「戦争と平和」
講　師：浦田　藤枝　氏
実施日：①令和6年１０月１日（火）
　　　　②令和６年１０月29日（火）
場　所：①尾ノ上小学校
　　　　②健軍学校
対象者：６年生と保護者
参加者：①１３７人　　②９３人

14

講師の実体験に基づく講
話により、こどもたちの
胸に厚く響いたようだ。
質問にも丁寧に答えてい
ただくことによりこども
たちの理解が深まり、平
和について人権について
考える良い機会となっ
た。

今後も継続していきたい

西部公民館
おでかけ公民
館講座

原爆被害者である講師をお迎えして、当
時の状況や思いを聞き、平和を考える講
演会

演　題：戦争体験と平和の大切さ
講　師：浦田　藤枝　氏
実施日：令和６年１１月１日（金）
場　所：小島小学校　６年生教室
対象者：小島小６年生
参加者：５９人

14

被爆された時の状況を聞
いて、その時の心情をた
ずねるなど、積極性にあ
ふれる講演会となった。

植木公民館
おでかけ公民
館講座

講師から、長崎での原爆被害の実体験や
その後の生活、苦しみ、差別のつらさな
どを知る内容。

演　題：「長崎原爆被害のお話
　　　　　いま私が伝えたいこと」
講　師：浦田　藤枝　氏
実施日：令和6年10月9日（水）
場　所：菱形小学校
対　象：６年生児童と保護者
参加人数：44人

7

講師から当事者の思いを
聞くことで、自分のこと
として捉えることができ
ていた。

今後も継続して啓発の機
会を設けていく。

東部公民館
ハートフル講
演会講演会

戦争体験談を通して戦争と平和及び人権
についての理解を深める

演　題：「平和の紙芝居・原爆と核
　　　　　兵器のおはなし
　　　　～今、私が伝えたいこと～」
講　師：工藤　武子　氏
実施日：令和６年１１月１日（金）
場　所：山ノ内小学校
対象者：６年生と保護者
参加者：１０１人

7

工藤さんの平和への祈り
は胸に響く内容であり、
紙芝居をプロジェクター
で投影しため、情景を想
像しやすかった。修学旅
行の事前学習として平和
学習や人々の人権につい
てしっかりと考える機会
となった。

今後も継続していきたい
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担当課（室） 事業名 内容
経費

(千円)
効果及び課題と方向性

南部公民館
ハートフル講
演会

原爆被害者の工藤氏を講師に招き、元国
鉄職員の被爆体験を基にした紙芝居を上
演し、原爆の悲惨さを語る。

演　題：「戦争・原爆体験を通し」
講　師：工藤　武子氏
実施日：令和6年10月17日（木）
場　所：力合小学校
対象者：6年生と保護者
参加者：100人

14

紙芝居を聞きながら、実
際の原爆を想像し、過酷
さや悲惨さを感じること
ができた。貴重な講話
で、こどもたちも真剣に
聞いており、理解が深
まった。

植木公民館
おでかけ公民
館講座

講師から、長崎での原爆被害の実体験や
その後生活、苦しみ、差別のつらさなど
を知る内容。

演　題：「長崎原爆被害のお話
　　　　　いま私が伝えたいこと」
講　師：工藤　武子　氏
実施日：令和6年10月23日（水）
場　所：山東小学校
対　象：６年生児童
参加人数：28人

7

講師から当事者の思いを
聞くことで、自分のこと
として捉えることができ
ていた。

今後も継続して啓発の機
会を設けていく。

熊本市ふれあ
い文化セン
ター

教養講演会

被団協のお二人を講師に招き、戦争・原
爆の悲惨さを知り、平和について考える
講演会を実施。

演　題：「戦争・原爆を体験して」
講　師：工藤武子氏　原田俊二氏
　　（熊本県原爆被害者団体協議会）
実施日：令和6年８月１日（木）
場　所：ふれあい文化センター
対象者：地域住民
参加者：３５人

14

「平和の誓いを直接伺う
ことができて胸がいっぱ
いになりました。ありが
とうございました。平和
は行動を起こさなければ
守れません。自分の立場
でできることをやってい
こうと思いました。」
等、大きな反響があっ
た。平和についての講演
会は毎年行っていきた
い。

植木公民館
原爆パネル展
示の取り組み

広島・長崎に原爆が投下され今年で７９
年目となる。唯一の被爆国としての体験
を風化させることなく、原爆死没者のご
冥福と、核兵器の廃絶並びに世界の恒久
平和の実現を祈念するため、日本原爆被
害者団体協議会が制作したパネルを展示
し、来館者の恒久平和への願いの高揚を
図る内容。
開催期間：令和６年8月4日（日）～17
日（土）
場所：植木文化センター１階ロビー

0

多くの市民の方に見てい
ただけた。

今後も継続して啓発の機
会を設けていく。
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